
３月21日に西条図書館の中央緑地で開催した

「千の風モニュメント」の除幕式。

　　　　　　　　　　（関連記事30ページ）

５月号５月号

平成27年
2015

平成27年
2015

平成27年度 当初予算の概要

千の風になって
シンボル完成！

水道料金を改定

65歳以上の方の介護保険料が変わりました

軽自動車の税率変更のお知らせ

市議会３月定例会、生活困窮者自立相談支援　ほか

春季スポーツ合宿

市長コラム「キャッチボール」10

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯオープン11

消防観閲式表彰者紹介12

今月の報告　ほか14 15

13



土木費　7.3％ 　　　
３０億３,２７１万円

衛生費　6.9％ 　　　
２８億９,８５６万円

教育費　9.3％　 　　
３８億８,６８１万円

総務費　14.1％　　　

５８億５,６８４万円

民生費　39.0％　　　

１６２億５,９１３万円

公債費　10.5％　　　

４３億５,７３１万円

土木費　7.3％ 　　　
３０億３,２７１万円

衛生費　6.9％ 　　　
２８億９,８５６万円

教育費　9.3％　 　　
３８億８,６８１万円

総務費　14.1％　　　

５８億５,６８４万円

市税　36.0％　　　　

１５０億２３１万円

地方交付税　20.4％　

８５億１,４５４万円

国庫支出金　13.4％　

５５億６,３３５万円

県支出金　7.1％ 　　
２９億６,２４８万円

市債　8.1％ 　　　　
３３億８,８３０万円

市税　36.0％　　　　

１５０億２３１万円

民生費　39.0％　　　

１６２億５,９１３万円

公債費　10.5％　　　

４３億５,７３１万円

地方交付税　20.4％　

８５億１,４５４万円

消防費　4.7％　　　
１９億７,２４２万円

諸収入　2.8％　　　
１１億６,６３２万円

国庫支出金　13.4％　

５５億６,３３５万円

県支出金　7.1％ 　　
２９億６,２４８万円

市債　8.1％ 　　　　
３３億８,８３０万円

その他　0.6％　　　
２億４,５００万円

地方譲与税　0.9％　
３億６,４００万円

分担金・負担金　1.8％
７億５,６３１万円

その他　1.2％　　　
４億９,１００万円

議会費　0.9％　　　
３億５,９６７万円

商工費　2.8％　　　
１１億６,６６８万円

▼ 一般会計４１６億６,０００万円の内訳 ▼

0％0％

50％50％

100％100％

財産収入　0.1％　　
４,８６７万円

繰入金　3.5％　　　
１４億７,６７９万円

▼文化財の保存・活用
○国史跡指定10周年記念
　「永納山城跡」シンポジウム
　開催事業　　　　　　 67万円
○永納山城跡用地公有化事業
　　　　　　　　　　5,199万円
▼観光の振興
○石鎚国定公園60周年記念事業
　　　　　　　　　　　433万円
○サイクリング大会開催事業
　　　　　　　　　　　400万円
▼国際交流の推進
○国際交流事業　　　　340万円
○フエ・フェスティバル
　出展事業　　　　　　432万円
▼消防体制の充実
○簡易デジタル携帯無線機整備
　事業　　　　　　　　645万円
▼防災対策の推進
○防災通信システム構築事業
　　　　　　　　５億7,122万円

▼その他

○地域総合整備資金貸付事業

　　　　　　　　８億8,200万円

○新エネルギー等関連設備導入

　促進事業　　　　　1,600万円

○防犯灯ＬＥＤ化促進事業

　　　　　　　　　　　413万円

○十河信二伝舞台化事業

　（十河信二先生顕彰事業）

　　　　　　　　　　　562万円

○石鎚クライミングパーク

　ＳＡＩＪＯオープニング

　イベント事業 　　　　50万円

農林水産業費　3.3％
１３億７,８８７万円

平成27年度　当初予算

地方消費税交付金　4.0％
１６億４,５００万円

使用料・手数料　1.3％
５億２,６９３万円

歳 入 歳 出

Ｗ54.25

Ｈ33.00

Ｗ54.25

Ｈ33.00

▼生活環境の整備

○ひうちクリーンセンター

　整備事業　　　　　1,051万円

○環境基本計画策定事業

　　　　　　　　　　　609万円

▼市営住宅の整備

○公営住宅等長寿命化事業

　　　　　　　　　　1,509万円

▼教育施設の整備

○小中学校校舎等耐震改修事業

　　　　　　　　１億4,796万円

○公民館バリアフリー整備事業

　　　　　　　　　　3,740万円

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ 国指定史跡　永納山城跡
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▼学校教育の充実

○小中学校ＩＣＴ教育推進事業

　　　　　　　　　　1,393万円

○ＩＣＴを活用した21世紀型

　スキル教育実証事業　258万円

▼子育て環境の充実

○私立幼稚園施設型給付事業

　　　　　　　　　　4,692万円

○私立幼稚園就園奨励事業

　　　　　　　　　　4,300万円

○修学旅行バス料金補助金

　交付事業　　　　　　188万円

○５歳児相談事業 　　　88万円

○市立保育所・小中学校等支援

　員配置事業　　１億9,628万円

○放課後児童健全育成事業

　　　　　　　　１億6,159万円

○子育て世帯臨時特例給付金

　支給事業　　　　　5,996万円

▼福祉の充実

○生活困窮者自立支援事業

　　　　　　　　　　1,927万円

○臨時福祉給付金支給事業

　　　　　　　　１億8,563万円

▼商工業の振興

○立地企業操業環境整備

　支援事業　　　　　　800万円

○ものづくり中小企業等

　新市場開拓戦略支援事業

　　　　　　　　　　1,756万円

病院事業会計 ３億６，９６５万円

水道事業会計

企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１５億４，５１３万円

壬生川財産区 ３７９万円

庄内財産区 ２９２万円

畑地かん水事業 ２，７１９万円

１０５万円

本谷温泉事業 ２，３９４万円

小松地域交流事業

土地開発事業 ２３８万円

１億９，８１６万円

港湾上屋事業 ５５９万円

公共下水道事業 ３２億１万円

小規模下水道事業 ８，１２４万円

簡易水道事業 １億１，４９４万円

介護保険 １０２億１，３１７万円

国民健康保険 １５４億４，１５５万円

後期高齢者医療保険 １３億７，７３６万円

特別会計　　２９３億 ８２５万円　前年度比 1.8％増

一般会計　　４１６億６,０００万円　前年度比 2.5％増

特別会計　　３０８億４,３８５万円　前年度比 5.2％増

企業会計　　　１９億１,４７８万円　前年度比10.2％減

一般会計　　４１６億６,０００万円　前年度比 2.5％増

予算総額　　７４４億１,８６３万円　前年度比 3.3％増

特別会計　　３０８億４,３８５万円　前年度比 5.2％増

企業会計　　　１９億１,４７８万円　前年度比10.2％減

特別会計　　３０８億４,３８５万円　前年度比 5.2％増

企業会計　　　１９億１,４７８万円　前年度比10.2％減企業会計　　　１９億１,４７８万円　前年度比10.2％減

特別会計
の内訳
特別会計
の内訳

企業会計
の内訳
企業会計
の内訳

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業

　最
近
の
我
が
国
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
急
激
な
円
安
の
影
響

や
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
に
よ
る
景
気
の
下
押

し
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
、
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

の
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
市
民
税
や
固

定
資
産
税
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
税
目
で
減

収
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
引
き
続
き
財
政
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

　こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
厳
し
い
財
政
環

境
に
対
応
し
つ
つ
、
「
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
姿
勢
と
し
な
が
ら
、
「
人
が
つ

ど
い
、
ま
ち
が
輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都
市
」

の
実
現
に
向
け
、
積
極
果
敢
な
市
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校

教
育
の
充
実
に
要
す
る
経
費
を
は
じ
め
、
子
育

て
環
境
お
よ
び
福
祉
の
充
実
な
ど
、
緊
急
か
つ

懸
案
の
重
要
施
策
に
取
り
組
む
予
算
編
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼農林水産業の振興

○アサリ養殖試験事業

　（水産振興対策事業）180万円

○農村資源保全向上活動

　支援事業　　　３億1,420万円

○農業基盤整備促進事業

　　　　　　　　１億7,710万円

▼総合６次産業の推進

○総合６次産業都市推進事業

　　　　　　　　　　　955万円

１億５，０５６万円

平成27年度平成27年度平成27年度

Ｗ54.25

Ｈ43.50
総合６次産業化の中核拠点・

サンライズ西条加工センター
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ＩＣＴを活用した授業



水
道
料
金
を
改
定

改
定
は
10
月
請
求
分
か
ら

　

西
条
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
16
年
の
合
併

時
に
旧
２
市
２
町
の
料
金
体
系
を
引
き
継
ぎ
、

地
区
別
の
独
立
会
計
に
よ
っ
て
事
業
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
旧
市
町
間
の
料
金
格
差
が
大
き
く

開
い
て
い
る
た
め
、
公
共
料
金
で
あ
る
水
道
料

金
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
負
担
の
公
平
性

を
欠
く
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
件

費
削
減
な
ど
に
よ
っ
て
経
営
の
合
理
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入

の
減
少
、
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
に
よ
る

費
用
の
増
加
に
伴
い
、
西
条
・
東
予
地
区
は
赤

字
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
学
識
経

験
者
や
水
道
使
用
者
な
ど
12
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
た
使
用
料
等
審
議
会
で
検
討
い
た
だ
い
た

結
果
、
市
で
は
赤
字
解
消
と
料
金
格
差
の
是
正

を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
請
求
分
（
同
年

８
月
・
９
月
使
用
分
）
か
ら
水
道
料
金
を
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
料
金
統
一
に
は
至
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
料
金
統
一
に
向
け
て
取
り
組
み
、

健
全
な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
水
道
料
金
改
定
の
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
２
階

　

水
道
業
務
課　

水
道
料
金
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
８
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課　

水
道
係

　

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

○
丹
原
総
合
支
所
建
設
管
理
課　

水
道
係

　

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
０
０

○
小
松
総
合
支
所
建
設
管
理
課　

水
道
係

　

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１

８９６円 ６６円増

２８６円増

４１７円増

８３０円

１,９６０円

３,２６０円

２,２４６円

３,６７７円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥

１,２２０円 １４７円減

１６８円減

１９０円減

１,３６７円

３,００８円

４,６５０円

２,８４０円

４,４６０円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥

１,０１５円 増減なし

２１６円増

３７８円増

１,０１５円

２,２０３円

３,６０７円

２,４１９円

３,９８５円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥

１,２２０円 ２２円減

１３０円減

２３８円減

１,２４２円

２,９７０円

４,８６０円

２,８４０円

４,６２２円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥
※上表の金額には、メーター使用料と消費税８％を含みます。

※小松地区は、料金改定後も基本水量８㎥・基本料金８９６円を据え置きます。
※使用水量の検針は２カ月に１回、奇数月に行います。料金は検針した翌月の偶数月に２カ月分をまとめてのご請求となります。

▼西条地区

▼丹原地区

▼東予地区

▼小松地区

新・旧料金比較 口径13㎜・一般家庭を例にした１カ月の水道使用料金
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７５㎜
５０㎜
４０㎜
３０㎜
２５㎜
２０㎜

２０㎜
以上

１３㎜

７５㎜
５０㎜
４０㎜
３０㎜
２５㎜
２０㎜

１３㎜１３㎜
１～８㎥
９～25㎥

１～25㎥

11～20㎥
21～30㎥
31～40㎥
41㎥以上
１～20㎥
21～30㎥
31㎥以上
１～20㎥
21～30㎥
31㎥以上
１～100㎥
101㎥以上
１～100㎥
101㎥以上
１㎥
２㎥以上
１～10㎥
11㎥以上

１～10㎥

１～10㎥
11～25㎥
26～50㎥
51㎥以上
１～10㎥
11～25㎥
26～50㎥
51㎥以上

26㎥以上

26㎥以上

８,５００円
７,０００円
５,５００円
４,５００円
４,０００円
３,５００円

２,０００円

１６０円

５,０００円
３,６５０円
４６０円
４００円
２４０円
２００円

８０円

１,７００円
１,２００円
３５０円
２６０円
１６０円
１４０円

８０円

８,５００円
７,０００円 ２２０円

１８０円

５,５００円
４,５００円
４,０００円 ０円 ０円

２３０円

１９０円
１５０円１６０円

０円 ０円
新料金旧料金新料金旧料金

基本料金 超過料金 メーター使用料

口径口径口径

臨時用

船舶用

工場用

湯屋用

営業用

団体用

家庭用

共用
給水装置

専用
給水装置

１００㎜
７５㎜
５０㎜
４０㎜
３０㎜
２５㎜
２０㎜
１３㎜

１００㎜
７５㎜
５０㎜
４０㎜
３０㎜
２５㎜
２０㎜
１３㎜

段階区分
新料金旧料金

１㎥につき金額

基本料金

基本料金

超過料金 メーター使用料

超過料金 メーター使用料

種類

口径段階区分

口径段階区分

１㎥につき
新料金旧料金 新料金旧料金新料金旧料金

新料金旧料金 新料金旧料金新料金旧料金

金額

金額

金額

１㎥につき 金額

金額

３,５００円

７５０円 ７５０円

１３,２２５円 １３,２２５円

１０,３５０円

２,３００円

２,３００円

２,０００円
２００円
０円

１６０円
０円

１５０円
０円

１５０円
０円

１５０円
１４０円
０円

１５０円
１４０円
０円

１４５円
１４０円
１３０円
１１０円

０円
１０５円
１３５円
１４０円
０円
７５円
１０５円
１１０円

０円
１２５円
１４０円
１５０円
０円
９０円
１１０円
１２０円

０円

１,７００円
１,３００円
１,０００円
２６０円
１８０円
１２０円
１１０円
６０円

５０円
１１０円
１２０円
１８０円
２２０円
６２５円

１,３００円

２,２００円
１,７００円
１,２００円
３５０円
２６０円
１６０円
１４０円
８０円

２,２００円
１,７００円
１,２００円
３５０円
２６０円
１６０円
１４０円
８０円

２００円
０円

１６０円
０円

１５０円
０円

１５０円
０円

１５０円
１５０円
０円

１５０円
１５０円
０円

１５０円
１４５円
１４５円
１３０円
０円

１６０円

１０,３５０円

２,３００円

２,３００円

８８０円

７２０円

５８０円

８６０円

７５０円

６１０円

▼西条地区 料金表（１カ月あたり　消費税別）

▼東予地区 料金表（１カ月あたり　消費税別）

▼小松地区 料金表（１カ月あたり　消費税別）
１００㎜
７５㎜
５０㎜
４０㎜
３０㎜
２５㎜

２０㎜ ２０㎜

１３㎜ １３㎜

１～30㎥

１～20㎥

１～10㎥

31㎥以上

21㎥以上

11㎥以上

６,０４７円
６,６１９円 １,７５２円

１,４０９円
１,１８０円
２４７円
２１９円
１３３円

５,５２３円
５,０４７円
４,６１９円
４,２３８円

２,７１４円

１,１９０円

１２３円

７６円

５,７００円
６,１００円

５,５００円
４,９００円
４,５００円
４,２００円

２,６００円

１,０５０円

２,２００円
１,７００円
１,２００円
３５０円
２６０円
１６０円

１４０円

８０円

１５２円

１５２円
０円

１５２円
０円

０円

１５０円

１５０円
０円

１５０円
０円

０円

基本料金 超過料金 メーター使用料

口径 口径

１００㎜
７５㎜
５０㎜
４０㎜
３０㎜
２５㎜

２０㎜

１３㎜

口径段階区分
１㎥につき

新料金旧料金 新料金旧料金新料金旧料金
金額 金額

▼丹原地区 料金表（１カ月あたり　消費税別）

２５㎜
以上

用途
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水
道
料
金

改
定

10

　
西
条
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
16
年
の
合
併

時
に
旧
２
市
２
町
の
料
金
体
系
を
引
き
継
ぎ
、

地
区
別
の
独
立
会
計
に
よ
っ
て
事
業
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
旧
市
町
間
の
料
金
格
差
が
大
き
く

開
い
て
い
る
た
め
、
公
共
料
金
で
あ
る
水
道
料

金
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
負
担
の
公
平
性

を
欠
く
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
件

費
削
減
な
ど
に
よ
っ
て
経
営
の
合
理
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入

の
減
少
、
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
に
よ
る

費
用
の
増
加
に
伴
い
、
西
条
・
東
予
地
区
は
赤

字
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
学
識
経

験
者
や
水
道
使
用
者
な
ど
12
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
た
使
用
料
等
審
議
会
で
検
討
い
た
だ
い
た

結
果
、
市
で
は
赤
字
解
消
と
料
金
格
差
の
是
正

を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
請
求
分
（
同
年

８
月
・
９
月
使
用
分
）
か
ら
水
道
料
金
を
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
料
金
統
一
に
は
至
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
料
金
統
一
に
向
け
て
取
り
組
み
、

健
全
な
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
水
道
料
金
改
定
の
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
２
階

　
水
道
業
務
課
　
水
道
料
金
係

　
℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
８
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課
　
水
道
係

　
℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

○
丹
原
総
合
支
所
建
設
管
理
課
　
水
道
係

　
℡
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
０
０

○
小
松
総
合
支
所
建
設
管
理
課
　
水
道
係

　
℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１

８９６円 ６６円増

２８６円増

４１７円増

８３０円

１,９６０円

３,２６０円

２,２４６円

３,６７７円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥

１,２２０円 １４７円減

１６８円減

１９０円減

１,３６７円

３,００８円

４,６５０円

２,８４０円

４,４６０円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥

１,０１５円 増減なし

２１６円増

３７８円増

１,０１５円

２,２０３円

３,６０７円

２,４１９円

３,９８５円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥

１,２２０円 ２２円減

１３０円減

２３８円減

１,２４２円

２,９７０円

４,８６０円

２,８４０円

４,６２２円

新料金 差 額旧料金使用水量

１０㎥

２０㎥

３０㎥
※上表の金額には、メーター使用料と消費税８％を含みます。

※小松地区は、料金改定後も基本水量８㎥・基本料金８９６円を据え置きます。
※使用水量の検針は２カ月に１回、奇数月に行います。料金は検針した翌月の偶数月に２カ月分をまとめてのご請求となります。

▼西条地区

▼丹原地区

▼東予地区

▼小松地区

新・旧料金比較 口径13㎜・一般家庭を例にした１カ月の水道使用料金
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65歳以上の方の介護保険料が変わりました

平成27年度～平成29年度の介護保険料

　介護保険は、介護を皆さんと社会全体で支え合う制

度です。40歳以上の方が加入者（被保険者）となって

保険料を納めます。

　第６期介護保険事業計画の見直しに伴い、平成27年

度～平成29年度の第１号被保険者（65歳以上の方）の

介護保険料が下表のとおり変わりました。

　保険料は本人や世帯の課税状況や所得に応じて、段

階的に決められています。

●生活保護受給者

●老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が市民税非課税の者

●本人および世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と

　合計所得金額の合計が80万円以下の者

　保険料は65歳到達月（65歳の誕生日の前日が

属する月）の分から個人別に納めます。

●ご注意ください

　年度途中に65歳になられた場合は、65歳到達

月の前月までは第２号被保険者として、65歳到

達月からは第１号被保険者として、それぞれを

月割りで納めます。

65歳以上の皆さん（第１号被保険者） 40歳～64歳の皆さん（第２号被保険者）

　加入している医療保険（国民健康保険や職場

の健康保険など）の保険料と一緒に納めます。

　65歳到達月（65歳の誕生日の前日が属する月）

の前月分までを、第２号被保険者として納めま

す。保険料の計算方法は、それぞれの医療保険

によって異なります。詳しくは、加入している

医療保険者にお問い合わせください。

※65歳到達月とは、65歳の誕生日の前日が属する月（１日生まれの方は前月となります）。

※合計所得金額とは、扶養控除や医療費控除などの控除をする前の金額です。

●本人および世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と

　合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の者

●本人および世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と

　合計所得金額の合計が120万円を超える者

●世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、

　前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の者

●本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の者

●本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上290万円

　未満の者

●本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が290万円以上の者

●本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上190万円

　未満の者

●世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、

　前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える者

対　象　範　囲

▼所得段階内訳

平成27～29年度の
保険料額（年額）

▼介護保険料の問合せ

○市庁舎本館１階　高齢介護課　介護総務係

　TEL0897－52－1419

○東予総合支所市民福祉課　福祉係

　TEL0898－64－2700

○丹原総合支所市民福祉課　市民福祉係

　TEL0898－68－7300

○小松総合支所市民福祉課　市民福祉係

　TEL0898－72－2111

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

３３,５００円

１１３,７００円

１００,４００円

８７,０００円

８０,３００円

６６,９００円

６０,２００円

５０,２００円

５０,２００円

所得段階区分
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二輪車等に係る税率引き上げ時期が１年延期
対象車種：原動機付自転車、軽二輪、小型二輪、小型特殊自動車

軽自動車税特例措置（グリーン化特例）を導入
対象：平成27年度に新規取得した軽乗用車、軽貨物車

内容：平成28年度分の軽自動車税を軽減

軽自動車税の税率変更のお知らせ

　昨年の広報紙12月号・13ページにおいて、二輪車等に係る税率の

引き上げ時期は、平成27年度（平成27年４月１日）から適用とお知

らせしていましたが、税制改正によって適用時期が１年延期され、

平成28年度（平成28年４月１日）からの適用となりました。

※「三輪・四輪以上の軽自動車」は、昨年の広報紙12月号でお知ら

　せしたとおり、平成27年度から新税率が適用されています。

　平成27年度に新規取得した軽四輪等で、排出ガス性能と燃費性能が

優れた環境負荷の少ない車両には、平成28年度分の軽自動車税率を軽

減する特例措置（グリーン化特例）が導入されます。

　車両の環境性能については、販売店などにお問い合わせください。

車　種
平成27年度まで
（旧税率）

原動機付
自 転 車

軽 二 輪（125cc超～250cc以下）

小型二輪（250cc超）

小型特殊
自 動 車

50cc以下 １,０００円 ２,０００円

１,２００円 ２,０００円

１,６００円 ２,４００円

２,５００円 ３,７００円

２,４００円 ３,６００円

４,０００円 ６,０００円

１,６００円 ２,４００円

４,７００円 ５,９００円

50cc超～90cc以下

90cc超～125cc以下

ミニカー

農耕作業用

概ね７５％

概ね５０％

概ね２５％

税金の
軽減率

対　象　車

軽乗用車

電気自動車等

平成32年度燃費基準＋20％　達成車

平成32年度燃費基準　　　　達成車

電気自動車等

平成27年度燃費基準＋35％　達成車

平成27年度燃費基準＋15％　達成車

軽貨物車

その他

平成28年度から
（新税率）

■税率変更の問合せ　市庁舎本館２階　市民税課　市民税係　TEL0897－52－1317

※１　「電気自動車等」とは、電気自動車および天然ガス自動車（ポスト新長期規制からNOx10％低減）とする。

※２　ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る。
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　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。

　心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■問合せ　西条市社会福祉協議会　TEL0898ー64ー2600

■個人

○故　山内サダ子（河之内）　　○山内　正（宮之内）

■各種団体

○飯岡小学校

○西条高校生徒会

○周布地区健康づくり推進員協議会

○ボランティアグループ布絵

○㈱こっこー

○多賀小学校

○周桑衛生企業組合

市議会３月定例会　人事案件２件に同意

生活困窮者自立相談支援事業

生活に困っている方、不安や心配がある方はご相談ください！

　３月定例会最終日の３月19日に、次の人事案件２件が同意されました。

【監査委員】

　越智啓郎氏（飯岡。右写真）を監査委員に任命

することが同意され、３月20日付で就任しました。

○略歴：平成21年から市議会議員。43歳。

【職員懲戒審査委員会委員】

　市職員から近藤都数氏を任命する

ことが同意されました。

● まず、困っていることを何でも話してください。

● 相談の内容によって、適切な対応ができる専門機関へ

　 つなぎます。

● 本人の希望がある場合は、抱えている課題を評価・分

　 析し、必要な支援が計画的に行われるように、自立に

　 向けたプラン（自立支援計画）を策定します。

● 自立の目標に、一緒に取り組んでいきます。

● 各人の状況に合わせて継続して支援します。

生活の問題を抱えている人は、どなたでもご相談ください。

窓口に来られない場合は、相談員が訪問することもできます。

年齢に制限はなく、相談は無料です。

　生活に困窮している人が生活保護に

陥ることなく、早い段階で自立した生

活に戻れるように、相談を受けた支援

員がその人の抱えるさまざまな問題に

対応した支援へとつなげていきます。

　相談者の声を聞きながら、相談者と

支援員が一緒になって、自立のために

取り組んでいきます。

★ 西条市社会福祉協議会　西条支所内　西条市自立相談支援センター

　 TEL0897－53－0870　　住所：神拝甲324－2　総合福祉センター（もてこい元気館）１階

　 ※平成27年10月には市役所（本庁）の社会福祉課内へ移転する予定です。

★ 西条市社会福祉協議会　本所内　西条市自立相談支援センター

　 TEL0898－64－2600　　住所：周布606－1　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）１階

ご相談先はこちら！
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　市では各種競技のスポーツチームによる合宿を誘致し、交流人口の拡大と市民の

スポーツ競技力の向上をめざす「スポーツ合宿推進事業」を展開しています。

　今春、市内で行われた合宿・キャンプには、900人を超える15チームの社会人・

大学生・高校生・中学生が来西し、集中した練習や交流戦に汗を流していました。

特に、雨天時などにも使用できる東予運動公園の屋内運動場「ビバ・スポルティア

ＳＡＩＪＯ」は、大変好評をいただきました。

　合宿チームと地元チームとの交流戦や、ＪＦＥ西日本硬式野球部による地元中学

生を招いた野球教室が行われるなど、地域の皆さんとの交流も深められました。

天理大学硬式野球部
２月９日～２月15日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月13日～２月27日

拓殖大学野球部
２月16日～２月26日

関西学院大学体育会硬式野球部
３月１日～３月８日

流通科学大学硬式野球部
３月１日～３月７日

甲南大学体育会硬式野球部
３月12日～３月18日

大阪学芸高等学校硬式野球部
３月21日～３月25日

西条リトルシニア合同合宿
３月21日～３月22日

上宮高等学校硬式野球部
３月30日～４月３日

宝塚ジュニアＦＣ
３月26日～３月28日

太成学院大学女子ソフトボール部
２月11日～２月15日

大阪成蹊大学女子陸上競技部
３月９日～３月13日

同志社香里中学校・高等学校陸上部
３月24日～３月27日

米子北高等学校硬式野球部
２月７日～２月８日

３月９日～３月10日

愛媛県高体連剣道専門部
３月21日～３月22日

■スポーツ合宿の問合せ

　市庁舎新館２階　スポーツ健康課　TEL0897－52－1255
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ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対　　　象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　　　　※１グループ当たり30分から１時間程度

■日時・場所　○５月14日㈭　９時～　丹原総合支所　○５月14日㈭　13時30分～　小松総合支所
　　　　　　　○５月15日㈮　９時～　本庁　　　　　○５月15日㈮　13時30分～　東予総合支所
■参 加 方 法　各開催日の１週間前までに、本庁広報広聴課、または参加を希望される各総合支所総

　　　　　　　務課へ申し込みが必要です。各場所３団体程度を予定。申し込み多数の場合は先着順。

■申　込　先　○市庁舎新館１階広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1243

　　　　　　　○東予総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－68－7300

　　　　　　　○小松総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－72－2111

■対　　　象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　　　　※１グループ当たり30分から１時間程度

■日時・場所　○５月14日㈭　９時～　丹原総合支所　○５月14日㈭　13時30分～　小松総合支所
　　　　　　　○５月15日㈮　９時～　本庁　　　　　○５月15日㈮　13時30分～　東予総合支所
■参 加 方 法　各開催日の１週間前までに、本庁広報広聴課、または参加を希望される各総合支所総

　　　　　　　務課へ申し込みが必要です。各場所３団体程度を予定。申し込み多数の場合は先着順。

■申　込　先　○市庁舎新館１階広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1243

　　　　　　　○東予総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－68－7300

　　　　　　　○小松総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－72－2111

市長コラム
第28球

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ

　　　　　　　　　　「リード」「ボルダリング」と聞いて、何のことか思い浮かぶでしょうか？

　　　　　　　　　　皆さまご存じのとおり、平成29年９月30日から11日間の日程でえひめ国体が

　　　　　　　　　開催されます。西条市では、サッカー(少年男子)、ハンドボール(成年男女)、

　　　　　　　　　軟式野球(成年男子)、ソフトボール(少年女子)、山岳(全種別)の５競技を実施

　　　　　　　　　します。この中の山岳競技の種目名が、「リード」と「ボルダリング」です。

　「リード」は、高さ12メートル以上の人工壁を命綱（ロープ）で確保された状態で登る競技です。

　「ボルダリング」は、高さ５メートル以内の人工壁をロープを使わないで登る競技です。安全確

保のために、床面は厚いマットを敷き詰めています。人工壁は、でこぼこしたカラフルな突起物が

多様な形で取り付けられており、テレビ番組などで見たことがある方もいるかもしれません。

  かく言う私も、西条市での山岳競技の実施が話題になるまでは、山岳競技とは「重い荷物を背負

って、山歩きのタイムを競う」ものと理解していました。これは縦走競技といって、平成19年開催

の秋田国体までは山岳競技の一種目だったもので、翌年の大分国体からは、この「縦走」競技から

「ボルダリング」競技に、それまでの「クライミング」競技が「リード」競技に代わっています。

  この競技構成になってから、まだ日も浅く、全国でも現在の２種目に対応した練習環境が十分で

はないようです。しかし、幸いなことに、今回、西条市での山岳競

技の開催決定によって、西条西部公園（氷見）に、全国に誇れる立

派なクライミング施設を整備することができました。

  ５月10日㈰には体験教室などを盛り込んだオープニングイベント
などを開催し、いよいよ15日㈮にオープンします。ぜひ多くの人に
訪れていただき、体験してほしいと思います。

  国体が本県で開催されるのは、1953（昭和28）年に四国４県で共

同開催して以来、64年ぶりです。

　ふるさとの選手が活躍し、西条市を大いにアピールしてくれるこ

とでしょう。そして、このえひめ国体を契機に、西日本最高峰の石

鎚、そして、その麓の充実した山岳競技施設がそれぞれ末永く愛さ

れるとともに、西条市を訪れる人が増えることを願っています。

Ｗ48.50
Ｈ69.75

山岳競技体験教室での
ボルダリング体験
山岳競技体験教室での
ボルダリング体験
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山岳競技場石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ
５月 15 日（金）　西条西部公園内にオープン！

山岳競技場石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ
５月 15 日（金）　西条西部公園内にオープン！

【５月・６月の利用申込受付を５月１日㈮９時から開始します】
　石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯのオープンを前に、５月・６月の占用使用の申込受付を開始します。

　申し込みは、利用日が属する月の前月の１日から20日まで受け付けます。

■受付時間　９時～22時

■申込方法　○申込先へ直接、出向いてお申し込みください。

　　　　　　○リード競技場、ボルダリング競技場の占用使用については、事前申し込みが必要です。

　　　　　　○用具の貸し出しはしていませんので、シューズ等は各自で準備・持参してください。

■申 込 先　西条市スポーツコミュニティセンター（西条市氷見乙608番地）　TEL0897－57－9383

■施設概要　○開場時間：９時～22時　　○休場日：月曜日（祝日の場合は翌日）、12月29日～１月３日

○リード競技場

○ボルダリング競技場

使用施設名 区　分 使用時間
市　外市　内

17時～22時９時～17時17時～22時９時～17時

一般・学生
１時間

高校生以下

１００円

５０円

１５０円

８０円

１５０円

８０円

２３０円

１２０円

《個人使用料金》　使用施設ごとに料金が必要です。

《占用使用料金》　使用施設ごとに料金が必要です。

○リード競技場

○ボルダリング競技場

（使用施設を練習や大

会などで占用する場合）

使用施設名・事由
市　外市　内

17時～22時13時～17時９時～13時17時～22時13時～17時９時～13時

３,０００円 ３,０００円 ４,０００円 ４,５００円 ４,５００円 ６,０００円

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ完成記念

オープニングセレモニー・イベント開催！

■日時　５月10日㈰　９時～12時
■場所　石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ

■内容　○オープニングセレモニー　○デモンストレーション（リード）

　　　　○体験教室～リード・ボルダリングに挑戦～（見学は自由）

○市庁舎新館２階

　国体推進課

　TEL0897－52－1660

○西条市スポーツ

　コミュニティセンター

　TEL0897－57－9383

問合せ先

山岳競技は、2017 愛顔（えがお）つなぐえひめ国体において西条市で開催します

《ボルダリング競技場》《リード競技場》 《ボルダリング競技場》《リード競技場》

山岳競技は、山岳競技は、
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杉
野
真
一
・
杉
野
彰
彦

 
 

佐
伯

　大
・
月
岡
央
次

 
 

狩
野
慎
吾

【
吉
岡
分
団
】 

眞
鍋
英
樹
・
近
藤
良
司

 
 

関
野
博
規
・
瀬
野
正
朗

 
 

近
藤

　聡
・
大
澤
吾
郎

【
三
芳
分
団
】 

垂
水
健
治
・
永
市
明
仁

【
庄
内
分
団
】 

青
野
信
一
郎
・
目
見
田
学

 
 

穐
月

　彦
・
吉
田

　渉

 
 

志
賀
有
希

【
丹
原
分
団
】 
村
上
知
彦
・
佐
々
木
俊
之

　
　
　
　
　
　
　渡
部

　良
・
田
窪
英
二

 
 

青
野
正
希
・
今
井
純
也

【
徳
田
分
団
】 

中
平
康
雄
・
高
橋

　央
 

 

渡
部
孝
男
・
武
田
圭
吾

【
田
野
分
団
】 

佐
伯
拓
也
・
真
鍋
孝
志

 
 

玉
井
将
貴
・
藤
田
龍
貴

【
中
川
分
団
】 

曽
我
部
信
二
・
安
藤
謙
治

 
 

黒
田
和
哉
・
嶋
村
憲
介

 
 

檜
垣

　均
・
三
原
正
嗣

 
 

渡
辺

　裕
・
今
井
敏
文

　
　
　
　
　
　
　越
智
貴
宏

【
小
松
分
団
】
　
　坪
井
孝
哲
・
山
田
晃
久

　
　
　
　
　
　
　一
色
善
文 

 

【
石
根
分
団
】 

伊
藤
誠
悟

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
者
） 

　田
野
地
区 

綾
延
神
社 

 

　国
安
地
区 

寿
聖
寺  

　吉
岡
地
区 

竹
形
直
樹

　田
野
地
区 

今
井
雅
子

■
感
謝
状  

 
 

 

　加
茂
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会 

■
竿
頭
綬 

 
 

　

　

機
械
器
具
管
理
優
秀
分
団

　

 
 

　東
支
団

　橘
分
団

　西
支
団

　田
野
分
団

西
条
市
長
表
彰

西
条
市
長
表
彰

西
条
市
消
防
団
長
表
彰

西
条
市
消
防
団
長
表
彰
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【
桜
樹
分
団
】 

佐
伯
洋
行
（
班
長
）

【
禎
瑞
分
団
】 

三
﨑
数
廣

【
大
保
木
分
団
】 

伊
藤
隆
治

【
小
松
分
団
】
　
　近
藤
敏
夫

【
石
根
分
団
】 

越
智
雅
彦

【
石
根
分
団
】 

和
田

　弘

【
石
根
分
団
】
　
　處

　人
文

【
石
根
分
団
】 

近
藤
勇
治

■
功
績
章  

 
 

 

【
東
支
団
本
部
分
団
】

　浅
田
繁
男
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】 

藤
田
正
夫
（
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】 

岡
田
修
司
（
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】

　
　十
亀
浩
二
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】 

伊
藤
朝
男
（
副
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】 

髙
木
朝
美
（
副
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】 

松
井
一
清
（
副
分
団
長
）

■
規
律
章  

 
 

 

【
中
川
分
団
】

　
　佐
伯
真
一
（
部
長
）

【
団
本
部
】 

西
原
佐
和
子
（
班
長
）

【
丹
原
分
団
】 

佐
伯
耕
一
（
班
長
）

【
西
条
分
団
】 

金
子
博
文

【
神
拝
分
団
】 

越
智
明
生

【
禎
瑞
分
団
】 

安
藤
隆
司

【
吉
井
分
団
】 

塩
﨑

　智

【
吉
岡
分
団
】

　
　日
和
佐
陽
一

【
庄
内
分
団
】 

目
見
田
昭
二

【
小
松
分
団
】 

神
野

　学

■
勤
続
章  

 
 

 

【
吉
井
分
団
】 
今
井
正
博
（
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】 

豊
田
直
樹
（
副
分
団
長
）

【
東
支
団
本
部
分
団
】
　藤
田
道
定
（
部
長
）

【
西
支
団
本
部
分
団
】
　石
原
善
久
（
部
長
）

【
吉
井
分
団
】 

眞
田
忠
昭
（
部
長
）

【
楠
河
分
団
】 

松
木
秀
司
（
部
長
）

【
丹
原
分
団
】
　
　今
井
徳
美
（
部
長
）

【
徳
田
分
団
】
　
　鎌
倉

　光
（
部
長
）

【
田
野
分
団
】 

日
野

　歩
（
部
長
）

【
西
条
分
団
】
　
　戸
田
嘉
一
郎
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】
　
　吉
岡
信
二
（
班
長
）

【
玉
津
分
団
】 

越
智

　修
（
班
長
）

【
飯
岡
分
団
】 

中
島
新
夫
（
班
長
）

【
神
戸
分
団
】 

菅

　昭
喜
（
班
長
）

【
大
保
木
分
団
】 

松
下

　木
（
班
長
）

【
周
布
分
団
】 

日
野
真
治
（
班
長
）

【
多
賀
分
団
】 

西
山
勝
男
（
班
長
）

【
壬
生
川
分
団
】 

德
永
浩
三
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】 

髙
橋
誠
二
（
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　渡
部
健
司
（
班
長
）

【
徳
田
分
団
】 

首
藤
利
徳
（
班
長
） 

　
　
　
　
　
　
　篠
原
隆
敏
（
班
長
）

【
田
野
分
団
】 

大
久
保
真
二
（
班
長
）

　

 

　
　
　
　
　
　
　山
内
哲
夫
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】 

黒
川
秀
之
（
班
長
）

【
神
拝
分
団
】 

岸
本
啓
三

【
玉
津
分
団
】

　
　河
端
徳
一

【
飯
岡
分
団
】 

神
野
竜
美

【
神
戸
分
団
】

　
　伊
藤
依
英
・
合
田
伸
志

【
橘
分
団
】 

西
原
弘
記

【
禎
瑞
分
団
】 

矢
野
博
司

　
　
　
　
　

【
氷
見
分
団
】

　
　伊
藤

　敏
・
丹

　昌
照

【
多
賀
分
団
】 

篠
原
卓
也
・
村
上
陽
一
郎

【
国
安
分
団
】 

西
尾
暢
之
・
山
内
正
志

【
三
芳
分
団
】 

宮
道
利
嘉

【
楠
河
分
団
】 

武
田
健
吾

■
永
年
勤
続
功
労
章  

 
 

【
団
本
部
】

　
　
　越
智
建
樹
（
副
団
長
） 

【
氷
見
分
団
】

　
　青
野
輝
幸
（
分
団
長
）

【
壬
生
川
分
団
】 

一
色
敬
二
（
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
分
団
】
矢
野 

啓
吾
（
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】 

丹

　義
宏
（
副
分
団
長
）

■
功
労
章  

 
 

 

【
大
町
分
団
】

　
　伊
藤

　豊
（
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】

　
　佐
伯

　勉
（
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】

　
　村
上
利
行
（
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】

　
　岡
本
省
三
（
副
分
団
長
）

【
田
野
分
団
】

　
　佐
伯
正
和
（
副
分
団
長
）

【
庄
内
分
団
】

　
　長
井

　忍
（
副
分
団
長
）

【
楠
河
分
団
】

　
　川
又
聖
吾
（
副
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】

　
　弓
山

　恵
（
副
分
団
長
）

【
桜
樹
分
団
】

　
　越
智
孝
彰
（
部
長
）

■
功
績
章  

 
 

 
【
団
本
部
】

　
　
　伊
藤
篤
志
（
副
団
長
）

【
神
拝
分
団
】

　
　曽
我
部
浩
二
（
分
団
長
）

■
精
績
章  

 
 

 

【
玉
津
分
団
】

　
　白
木
統
務
（
分
団
長
）

【
神
戸
分
団
】

　
　杉
森
誠
二
（
分
団
長
） 

【
橘
分
団
】

　
　
　石
水
眞
和
（
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】

　
　曽
我
一
夫
（
分
団
長
）

■
勤
続
章  

 
 

 

【
大
町
分
団
】

　
　伊
藤

　豊
（
分
団
長
）

【
玉
津
分
団
】

　
　白
木
統
務
（
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】

　
　豊
田
祐
司
（
分
団
長
）

【
石
根
分
団
】

　
　曽
我
一
夫
（
分
団
長
）

　

【
飯
岡
分
団
】

　
　伊
藤
朝
男
（
副
分
団
長
）

【
庄
内
分
団
】

　
　長
井

　忍
（
副
分
団
長
）

【
小
松
分
団
】

　
　黒
河
利
治
（
副
分
団
長
）

【
神
拝
分
団
】

　
　寺
川

　聡
（
部
長
）

【
橘
分
団
】

　
　
　日
野
哲
也
（
部
長
）

【
禎
瑞
分
団
】

　
　安
藤
信
雄
（
部
長
）

【
壬
生
川
分
団
】 

石
原
保
志
（
部
長
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

愛
媛
県
知
事
表
彰

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

平
成
27
年
西
条
市
消
防
観
閲
式

消
防
活
動
の
功
績
者
２
１
６
名
・

10
団
体
を
表
彰

　
去
る
３
月
15
日
、
西
条
市
総
合
文
化
会
館
で
西
条
市
消
防
観

閲
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
や
来
賓
が
見
守
る
中
、
消
防

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、

２
１
６
名
・
10
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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今月の報告今月の報告

市庁舎本館３階　総合政策課政策調整係　TEL0897ー52ー1460

「走れ！夢の新幹線～キクとシンジの物語～」舞台制作記者発表

　４月15日、四国鉄道文化館北館で「走れ！夢の

新幹線～キクとシンジの物語～」の舞台制作記者

発表を行いました。これは、第２代西条市長や第

４代国鉄総裁を務め「新幹線の生みの親」と呼ば

れる十河信二の半生を舞台化するもので、委託先

の坊っちゃん劇場から越智陽一代表取締役社長、

そして原作者のつだゆみさん（西条高校卒）、脚

本の村上ナッツさん（西条高校卒）、脚本・演出

の大沢紘一さん、青野市長が出席しました。 　

　市長から、十河信二先生顕彰事業のこれまでの

歩みと今回の舞台化の目的について説明があり、

その後、出席者から舞台への意気込みや十河信二

への思いについて語っていただきました。

　この舞台は、坊っちゃん劇場の役者をはじめと

したプロの方と、４月25日に開催したオーディシ

ョンに合格した市民の方とが一緒になって創るも

ので、５月から本番に向けた稽古が西条市内の施

設で始まります。稽古の様子なども今後、ご紹介

していく予定です。

　なお、上演は以下の日時に行います。ぜひお越

しください。

○８月26日㈬　18時30分～
　総合文化会館（神拝甲79番地４）

○８月29日㈯　14時～
　丹原文化会館（丹原町田野上方2131番地１）

市庁舎本館３階　広報広聴課広報係　TEL0897ー52ー1204

西条市ホームページをリニューアルしました

　３月30日に市ホームページを刷新しました。今

回のリニューアルでは、使いやすさの向上はもち

ろん、西条市民やゆかりのある方が西条市に愛着

を持ち、市外の方には西条市に興味を持ってもら

えるようなホームページをめざしました。

　必要な情報が探しやすくなったほか、スマート

フォンにも対応し、スマートフォン専用の画面が

表示されるようになりました。

　今後もさらに情報を充実させ、皆さんに役立つ

ホームページとなるよう改善しながら運営してい

きます。

　また参加型の新コーナー「西条市民時計」を設

けました。皆さんからの投稿写真が、時計と一緒

に西条市ホームページに掲載されます。市内にお

住まいの方だけでなく、西条市にゆかりのある方

ならどなたでも応募可能ですので、ぜひご参加く

ださい。

■西条市ホームページのアドレス

　http://www.city.saijo.ehime.jp/

▲

新
し
く
な
っ
た
西
条
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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市庁舎新館５階　危機管理課くらし安全係　TEL0897ー52ー1283

今治市・西条市・休暇村瀬戸内東予が災害時応援協定を締結

　３月23日、今治市・西条市・休暇村瀬戸内東予

（西条市河原津）の三者で「災害時等の協力に関

する協定」を締結しました。

　災害対応活動の円滑な実施を図るため、災害時

などには、今治市または西条市からの要請に応じ

て、休暇村瀬戸内東予の宿泊施設などを災害復旧

従事者に優先的にご提供いただく予定です。

　市では今後も、災害への備えを強化するため、

民間事業者などとの協定締結を進めていきます。

安全・安心キャンペーンを開催します！

　平成26年８月から運用開始した「西条市安全・安心情報お届

けメール」のＰＲのほか、大雨による災害から身を守るための

備えなどについて、子どもから大人までみんなが楽しく学べる

「安全・安心キャンペーン」を開催します。

　このキャンペーンは、本市と災害時応援協定を結んでいるＤ

ＣＭダイキ㈱との共催です。ぜひご来場になり、ご家庭・地域

で台風やゲリラ豪雨などの災害に備えましょう。

キャンペーン内容

　○「西条市安全・安心情報お届けメール」登録コーナー

　　登録者には「ホイッスル」をプレゼント（先着100個）

　○防災関連商品展示コーナー

　○消防コーナー（はたらく車の展示など）

　○ゆるキャラ記念撮影コーナー

　○愛媛県総合科学博物館コーナー

　※キャンペーン会場でのスタンプラリーをクリアされた方は

　　サイコロゲームに参加できます。

■問合せ

　市庁舎新館５階　危機管理課

　くらし安全係　TEL0897ー52ー1283

場所

日時

５月24日㈰
10時30分～16時

ＤＣＭダイキ㈱　周桑店

（住所：周布750番地１）

「西条市立て干し網」の開催を中止します

　西条市を代表するイベントである「西条市立

て干し網」は、毎年主催者である「東予地域漁

業協同組合連合協議会」が、来場者の皆さまに

楽しくイベントに参加いただけるよう、エイに

よる事故防止のための駆除や、当日の危険告知

看板を設置するなど、来場者の安全対策に努め

てきましたが、近年のエイの増加や干潟のぬか

るみによる危険箇所の拡大などにより、安全な

開催に支障をきたす状況となっています。

　そのため、同協議会では、来場者の安全確保

を最優先する立場から、今年度は「西条市立て

干し網」を中止せざるを得なくなりました。

　同イベントを心待ちにされていた皆さまには

誠に申し訳ございませんが、ご理解いただき、

今後とも西条市の水産振興にご協力くださいま

すようお願いいたします。

■問合せ　東予総合支所　農林水産課漁業振興係　TEL0898ー64ー2700内線254

　　　　　市庁舎本館３階　農業水産課漁政係　　TEL0897ー52ー1513
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

　毎年６月５日は「環境の日」です。６月の１カ月間

は「環境月間」として、全国で環境に関するさまざま

なイベントや奉仕活動が行われています。

　大明神川ボランティア清掃も、その一環として毎年

この時期に実施しており、大明神川沿いの自治会の

方々をはじめ、市職員や各種団体の方々など約300人

が一緒になって一斉清掃に取り組んでいます。

　当日は、旦之上から大明神川河口までの約６ｋｍの

区域をそれぞれゴミ袋を手にしては、空き缶や吸い殻

などのゴミを拾い集めたり、草刈り機で道路脇に生い

茂った雑草などを刈り取ったりするなど、地域の皆さ

んと協力連携して環境美化活動を行っています。

　このような活動は６月の環境月間の期間だけに限ら

ず、河原津や高須の海岸清掃、あ

るいは国道、県道や市道、地域の

一斉清掃なども行われています。

　まちの環境美化には、市民一人

ひとりの環境美化に対する意識の

向上や、積極的な参加など、皆さ

んのご協力によって､きれい

なまちが保たれています。今

後とも快適で安全な生活環境

のもとで、誰もが安心して暮

らせるまちづくりの推進にご

協力をお願いします。

「６月は環境月間」
～大明神川ボランティア清掃～

　国道11号から鞍瀬地区に入り、県道153号線を車で

走ること約30分、保井野集落を過ぎると、堂ヶ森登山

道入口に着きます。

　堂ヶ森は標高1,689ｍの山で、登山道入口から登り

始めルートの中間付近、空

池を過ぎると、シャクナゲ

街道に入ります。５月下旬

ごろには、尾根への険しい

登り道にシャクナゲが咲き

誇り、その景観は登山客の

疲れを癒やしてくれます。

　登り始めて約３時間で登頂となり、広い笹原に白骨

林がたたずみます。東は二の森から石鎚山を遠望し、

北東は道前平野から瀬戸内海が見渡せ、南西には面河

ダム、西の尾根伝いには青滝山を望むことができます。

　シャクナゲが咲き誇る春の堂ヶ森登山にチャレンジ

してみませんか。ただし、

登山には事前調査と安全装

備を十分行い、無理のない

日程でお出かけください。

　山の情報などのお問い合

わせは、赤滝登行会代表の

十亀隆良さん（TEL090－

7142－0017）にお尋ねくだ

さい。

堂ヶ森登山にチャレンジ
～５月の登山はシャクナゲが見頃～

　昭和24年７月に創設の小松史談会は、昨年65周年を

迎えました。先輩方の努力によって今や会員数250人

を誇る、県下有数の団体にまで成長しました。

　「歴史をとおして小松に親しみ、小松を楽しむ」を

モットーに、市内外の史跡巡りや講師を招いての歴史

講座などの活動をしています。

　昭和24年９月から発行を

続ける「小松史談誌」は、

現在141号にもなり、発行

を通して郷土の歴史を研究

し、先人たちが残した郷土

の歴史を資料として後世へ伝える努力をしています。

　現在、創刊号からの史談誌など、活動の記録を「小

松史談会　65年のあゆみ」と題して、小松温芳図書館

郷土資料室で５月６日㈬まで展示しています。ぜひ、
ご覧いただき、郷土の歴史を感じてください。

　会長の重松さんによると「歴史はどこに何が埋もれ

ているか分かりません。新たな発見をし、それが未来

とつながり、広がっていく。そんな歴史の楽しさに触

れてもらいたいので、若い方

など多くの方の入会をお待ち

しています」とのことでした。

■問合せ　小松温芳図書館・

　　　　　郷土資料室

　　　　　TEL0898－72－5634

郷土の歴史を学んで65年
～小松史談会～



20
日
㈬　

固
定
資
産
税
第
１
期
分

の
督
促
状
の
発
送

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

老
齢
年
金
額
を
少
し
で
も
多
く

受
け
取
り
た
い
方
の
た
め
に
、
付

加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
毎
月
の
保
険
料（
平

成
27
年
度
は
１
５
５
９
０
円
）
に

付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
、

支
払
っ
た
月
数
に
応
じ
た
付
加
年

金
を
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
生
活
設

計
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
増
や
し

た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

■
付
加
年
金
額

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
支
払

月
数

■
加
入
で
き
る
方

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
任
意
加
入
被
保
険
者

■
注
意
点

○
付
加
保
険
料
は
申
し
込
ん
だ
月

　

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

　

て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

○
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

　

る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

○
付
加
年
金
額
は
年
金
額
の
改
定

　

が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
改
定
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

○
新
居
浜
年
金
事
務
所　
　
　
　

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
新
館
１
階

　

市
民
生
活
課　

年
金
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）　

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
平
成
26
年
度
の
助
成

を
受
け
て
、
下
町
南
集
会
所
が
完

成
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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■西条市庁舎
　TEL0897－56－5151

■東予総合支所
　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所
　TEL0898－68－7300

■小松総合支所
　TEL0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

５
月
の
市
税
ご
よ
み

～
日
本
年
金
機
構
～

付
加
保
険
料
を
納
め
て

老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

下
町
南
集
会
所
が
完
成

市政懇談会 ～市長とキャッチボール～ 各公民館で開催

　地域の課題などについて、市長と直接意見交換をしてみませんか。ぜひご参加ください。　地域の課題などについて、市長と直接意見交換をしてみませんか。ぜひご参加ください。

　日時・場所

　○５月22日㈮　19時～20時30分　小松公民館　　TEL0898－72－2631
　○５月23日㈯　19時30分～21時　吉井公民館　　TEL0898－64－3001
　○５月27日㈬　19時～20時30分　西条公民館　　TEL0897－52－1264
　○５月30日㈯　19時30分～21時　田野公民館　　TEL0898－68－7501
　○６月25日㈭　19時30分～21時　壬生川公民館　TEL0898－64－2202
　○６月27日㈯　13時30分～15時　加茂公民館　　TEL0897－58－0001
　○６月29日㈪　19時30分～21時　丹原公民館　　TEL0898－68－6371
　○６月30日㈫　19時30分～21時　玉津公民館　　TEL0897－56－5191
　内　　容　　市政報告、意見交換（フリートーキング）

　問 合 せ　　○市庁舎本館３階広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1694

　　　　　　　○各総合支所総務課　総務調整係

■

■

■

▲完成した下町南集会所



　

５
月
５
日
㈫
「
こ
ど
も
の
日
」

は
、
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
方
は
次
回
の
収
集

日
に
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区

○
も
え
る
ご
み

　

西
条
、
神
拝
、
禎
瑞
、
氷
見
、

加
茂
、
舟
形
、
津
越
、
長
瀬

○
も
え
な
い
ご
み

　

玉
津
、
飯
岡
、
橘

※
連
休
明
け
は
収
集
時
間
が
大
幅

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
み
は
必
ず

午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
各
世
帯

へ
配
布
し
て
い
る
「
ご
み
収
集

日
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

衛
生
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

　

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用
と
ネ
ズ
ミ

用
の
駆
除
薬
剤
が
必
要
な
方
は
、

自
治
会
の
班
・
組
単
位
な
ど
で
必

要
数
量
を
取
り
ま
と
め
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　

１
袋

■
申
込
期
間

　

５
月
１
日
㈮
～
18
日
㈪

■
引
渡
時
期

　

６
月
１
日
㈪
～

■
申
込
先
・
引
渡
場
所　

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

衛
生
係

℡
０
８
９
７

－
５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

【
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費

を
補
助
し
ま
す
】

　

生
ご
み
の
減
量
化
と
堆
肥
化
推

進
の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど

を
購
入
さ
れ
る
市
内
の
一
般
家
庭

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
内
容

○
補
助
率
２
分
の
１

○
補
助
金
上
限
２
万
円

○
１
世
帯
１
基
ま
で

■
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助
内
容

○
補
助
率
２
分
の
１

○
補
助
金
上
限
３
０
０
０
円

○
１
世
帯
２
基
ま
で

【
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
奨
励
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
】

　

家
庭
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源

化
推
進
の
た
め
、
資
源
物
の
集
団

回
収
を
行
う
団
体
に
回
収
量
に
応

じ
た
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

■
補
助
対
象
団
体
の
要
件

○
地
域
住
民
20
人
以
上
で
構
成
す

る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○
資
源
物
を
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
持
ち
込
む

○
回
収
に
か
か
る
経
費
は
す
べ
て

団
体
が
負
担
す
る

■
補
助
金
額　

回
収
資
源
物
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
４
円

■
補
助
対
象
の
資
源
物

　

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど

※
事
業
活
動
に
伴
う
資
源
物
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

衛
生
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

魅
力
あ
る
特
産
品
の
開
発
を
促

進
し
、
地
域
産
業
の
活
性
化
お
よ

び
雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
に
、

新
た
な
特
産
品
の
開
発
な
ど
の
取

り
組
み
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　

「
さ
い
じ
ょ
う
特
産
品
開
発
支

援
事
業
費
補
助
金
」
は
、
西
条
市

の
地
域
資
源
（
歴
史
・
文
化
、
伝

統
産
品
、
農
水
産
品
、
観
光
資
源

な
ど
）
を
活
用
し
て
、
西
条
市
な

ら
で
は
の
特
産
品
開
発
や
既
存
商

品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
か
か
る
提

案
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
新
し

い
ア
イ
デ
ア
、
取
り
組
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　

市
内
に
本
社
ま

た
は
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、
引

き
続
き
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で

い
る
中
小
企
業
者
な
ど

■
補
助
対
象
事
業
等

①
主
に
市
の
地
域
資
源
や
特
性
を

活
か
し
た
特
産
品
を
新
た
に
開

発
し
、
商
品
化
す
る
事
業
。

②
既
存
の
特
産
品
を
改
良
す
る
場

合
は
、
原
料
、
製
造
法
等
の
商

品
自
体
の
改
良
が
加
わ
り
新
た

な
商
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
事

業
で
、
次
の
要
件
の
全
て
を
満

た
す
も
の
。

○
市
内
で
生
産
さ
れ
る
資
源
を
主

に
使
用
す
る
こ
と
。

○
名
称
や
意
匠
が
市
の
特
産
品
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
。

○
将
来
に
わ
た
り
、
市
の
特
産
品

と
し
て
定
着
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
。

■
補
助
対
象
経
費

　

新
た
な
特
産
品
の
開
発
な
ど
の

取
り
組
み
に
必
要
な
経
費

■
事
業
期
間
と
補
助
率

○
交
付
決
定
日
（
６
月
頃
予
定
）

　

～
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

○
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

（
上
限
２
０
０
万
円
）

■
公
募
期
間

　

５
月
29
日
㈮
ま
で

■
申
請
方
法

　

申
請
書
な
ど
の
様
式
や
公
募
要

領
等
は
西
条
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

産
業
振
興
課　

産
業
政
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
７
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５
月
５
日
㈫
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
西
条
地
区
）

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

ご
み
減
量
化
と
堆
肥
化
推
進
・

再
資
源
化
推
進
の
た
め
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

西
条
市
の
特
産
品
開
発
に
取
り

組
む
事
業
者
を
応
援
し
ま
す



　

西
条
市
で
は
、
将
来
医
師
と
し

て
西
条
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関

に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
医
学
生
の

方
に
対
し
、
修
学
に
必
要
な
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　

大
学
の
医
学
部
で
医
学
を
専
攻

す
る
学
生
（
自
治
医
科
大
学
を
除

く
）
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

■
募
集
人
員　

２
人

■
種
類
・
貸
付
金
額
・
貸
付
期
間

○
修
学
資
金
奨
学
金

　

月
額
20
万
円
（
限
度
額
）

　

６
年
間
（
限
度
）　

○
入
学
資
金
奨
学
金

　

50
万
円
（
限
度
額
）

　

入
学
年
度
１
回
限
り

■
返
還
免
除　

指
定
医
療
機
関
で

臨
床
研
修
を
受
け
、
指
定
期
間
医

師
と
し
て
勤
務
す
る
な
ど
の
条
件

を
満
た
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
返

還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
受
付
期
間　

９
月
30
日
㈬
ま
で

※
募
集
人
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

　

随
時
受
付
。

■
問
合
せ

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

健
康
医
療
推
進
課

　

地
域
医
療
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
５

　　

「
木
製
都
市
構
想
」
の
一
環
と

し
て
、
西
条
産
材
の
柱
な
ど
を
使

用
し
た
住
宅
な
ど
の
木
造
施
設
を

建
築
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
補
助
金
額

　

新
築
す
る
木
造
施
設
に
使
用
し

て
い
る
西
条
産
材
の
柱
な
ど
の
本

数
に
、
次
の
補
助
単
価
を
乗
じ
た

金
額
（
上
限
10
万
円
）

○
ヒ
ノ
キ
柱　

１
本
２
３
０
０
円

○
ス
ギ
柱　
　

１
本
１
８
０
０
円

※
柱
の
長
さ
３
メ
ー
ト
ル

■
補
助
要
件

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
市
内
に
新
築
す
る
木
造
施
設
で

あ
る
こ
と 

○
市
内
に
在
住
の
方
ま
た
は
在
住

す
る
予
定
の
方
で
あ
る
こ
と 

○
西
条
産
材
の
認
証
を
受
け
て
い

る
柱
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と 

○
木
造
施
設
の
面
積
が
20
坪
（
約

66
㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と 

■
申
込
期
限　

平
成
28
年
３
月

※
上
棟
期
限
（
確
認
期
限
）
に
つ

　

い
て
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
３
階

　

林
業
振
興
課　

林
業
振
興
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４
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西
条
産
材
で
建
築
す
る
木
造

施
設
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

西
条
市
医
師
確
保
奨
学
金
貸
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　西条市国民健康保険または後期高齢者医療保険の被

保険者で、次の要件に該当する方

○平成27年４月１日現在、35歳以上の方

○国民健康保険税または後期高齢者医療保険料を滞納

　していない方

○平成27年度に市が行う総合健診、個別健診、単独検

　診を受診もしくは申し込みしていない方

対象者

■申込期間

　５月７日㈭～13日㈬　８時30分～17時15分
　※７日㈭は19時まで窓口業務を延長して受け付けます。
■申込方法

　　印鑑（スタンプ印不可）と被保険者証（保険証）

　を持って、市庁舎新館国保医療課または各総合支所

　市民福祉課で申し込み手続きをしてください。

　※申し込みの結果は５月下旬に通知します。

申込期間・方法

■国民健康保険　　　約１,０００人
■後期高齢者医療保険　約２１０人

定員（定員を超えた場合は抽選）

※短期人間ドック・脳ドックの検査項目には、特定

　健診または後期高齢者健診の検査項目も含まれて

　いるので、重複して受診することはできません。

※重複受診をした場合は全額自己負担となります。

※総合健診、単独検診の中で、ドックと検査内容が

　重複しないものについては受診できます。ドック

　の受診票が届いた後に、保健センターへご相談く

　ださい。

市庁舎新館１階　国保医療課

○国保係　TEL0897－52－1447（国民健康保険の方）

○医療係　TEL0897－52－1212（後期高齢者医療保険の方）

問合せ

自己負担額（検査費用の２割負担）

■短期人間ドック　　　６,５８３円
■脳ドック　　　　　　６,５８３円
■同時受診　　　　　１０,６９７円

受診医療機関

■西条中央病院
　（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■村上記念病院
　（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■済生会西条病院
　（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■市立周桑病院
　（短期人間ドック）

○70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。

○平成27年度中に75歳を迎える方は、誕生日の前日ま

　での受診は国民健康保険、誕生日以降の受診は後期

　高齢者医療保険での申し込みとなります。

注意事項



　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
原
則
６５
歳

未
満
で
障
害
の
あ
る
方
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
就
労
支
援
、

障
害
者
支
援
施
設
の
利
用
な
ど
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事

前
に
障
害
支
援
区
分
の
認
定
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

○
身
体
障
害
者
（
児
）

○
知
的
障
害
者
（
児
）

○
精
神
障
害
者
（
児
）

○
難
病
等
に
罹り

か
ん患

さ
れ
て
い
る
方

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

○
居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
）

○
就
労
支
援

○
障
害
者
福
祉
施
設
の
利
用

○
障
害
児
通
所
施
設
の
利
用
な
ど

■
障
害
支
援
区
分

　

介
護
の
必
要
性
の
度
合
い
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
各
種
身
体
障
害

手
帳
の
等
級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

　

る
場
合
、
そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ

　

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

社
会
福
祉
課　

障
害
者
福
祉
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

郵
便
事
業
株
式
会
社
で
は
、
重

度
の
身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者

の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
通
常
郵
便

ハ
ガ
キ
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
方

■
配
布
枚
数

　

一
人
に
つ
き
２０
枚

■
受
付
期
間　

６
月
１
日
㈪
ま
で

■
申
込
手
続　

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
郵
便

局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

社
会
福
祉
課　

障
害
者
福
祉
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

青
い
鳥
郵
便
ハ
ガ
キ
を

無
償
配
布
し
ま
す

　

毎
年
５
月
１
日
か
ら
31
日
の
間

に
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
（
赤
十

字
募
金
）
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
、
自
然
災
害
な
ど

の
被
災
者
へ
の
援
助
物
資
や
見
舞

金
の
支
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
の
赤
十
字
の
救
護
活

動
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
募
金
が
原

資
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

社
会
福
祉
課　

総
務
福
祉
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

【
開
式
時
間
を
変
更
し
ま
す
】

　

平
成
２8
年
成
人
式
は
２
会
場
で

開
催
し
ま
す
。
参
加
対
象
地
域
に

よ
っ
て
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
の
開
式
時
間
を
今
回
か

ら
午
前
と
午
後
を
入
れ
替
え
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

平
成
２8
年
１
月
1０
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
西
条
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

1０
時
3０
分
～

○
東
予
・
丹
原
・
小
松
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

13
時
3０
分
～

※
各
会
場
と
も
開
式
3０
分
前
か
ら

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
案
内
状
の
送
付

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は

1２
月
上
旬
に
成
人
式
の
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。
進
学
や
就
職
な
ど

で
、
市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
も

西
条
市
の
成
人
式
に
出
席
で
き
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
】

　

成
人
式
の
企
画
や
運
営
に
携
わ

る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
申
込
期
限　

６
月
3０
日
㈫

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

～
赤
十
字
募
金
～

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
28
年
成
人
式
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

キウイフルーツを栽培している皆さまへ 症状を見逃すな！キウイフルーツかいよう病
　キウイフルーツかいよう病（Ｐｓａ３系統）を

放置すると、ほかの健全な園地に伝染し、樹勢を

衰弱させたり、樹幹などを枯死させたりするなど

大きな被害の原因になります。

　家庭での栽培を含め、異常な症状が現れた場合

は、県や市の担当課などへ至急ご連絡ください。

※この病気に感染したキウイフルーツを食べても

　人体には影響ありません。

●東予地方局　産業振興課　産地育成室　TEL0898－68－7322
●市庁舎本館３階　農業水産課　農政係　TEL0897－52－1216
●各総合支所　農林水産課　　　●管轄のＪＡ

▼ 次の異常を発見したら至急ご連絡を！▼

▼ 連絡・お問い合わせ先▼

★赤褐色に変色した樹液　　★花蕾（からい）の枯死

★枝枯れ、芽枯れ　　　　　★葉の斑点



■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

５
月
５
日
㈫　

１０
時
～

■
場
所　

　

加
茂
川
左
岸
ト
リ
ム
公
園
前

■
内
容

　

こ
ど
も
の
日
に
親
子
で
加
茂
川

の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
水
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

■
注
意
事
項

○
網
な
ど
の
道
具
は
使
用
禁
止

○
手
袋
は
使
用
可

■
問
合
せ　

　

加
茂
川
漁
業
協
同
組
合

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

９
５
２
４

■
展
示
期
間

　

５
月
４
日
㈪
～
１7
日
㈰

■
内
容

　

「
西
条
の
桜
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
画
、
写
真
、
書
、
立
体
作
品

な
ど
の
美
術
作
品
を
展
示
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

丹
原
文
化
会
館

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
大
会

■
日
時　

５
月
24
日
㈰　

１１
時
～

１4
時
3０
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容　

園
児
の
歌
、
ホ
ー
ル
イ

ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
、

花
の
苗
即
売
、
ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
消

防
自
動
車
乗
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
５
月
１
日
㈮
か
ら
バ
ザ
ー
前
売

　

券
販
売
（
当
日
券
若
干
有
り
）

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※
当
日
は
、
す
ぱ
ー
く
東
予
、
日

泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
㈱
西
条
工
場
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
１7
日
㈰　

１０
時
3０

分
～
１4
時
3０
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容　

園
児
の
歌
、
ひ
う
ち
太

鼓
、
人
形
劇
、
ふ
あ
ふ
あ
エ
ア
ポ

リ
ン
、
ミ
ニ
消
防
自
動
車
乗
車
コ

ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
な

ど
（
み
き
ゃ
ん
来
場
予
定
）

■
場
所
・
問
合
せ　

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※
東
予
南
幼
稚
園
・
保
育
所
の
駐

車
場
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
な

る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

５
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

　

９
時
～
１7
時

※
３
日
は
１5
時
ま
で

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容

　

東
予
文
化
協
会
美
術
部
門
（
日

本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、
版
画
、

工
芸
彫
塑
部
会
）
の
作
品
展
示
。

■
問
合
せ

　

市
教
育
委
員
会
西
部
分
室
内

　

東
予
文
化
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
８

－

６
４

－
２
７
０
０

【
開
催
日
・
場
所
】

　

５
月
１6
日
㈯
・
１7
日
㈰

　

総
合
文
化
会
館　

【
美
術
展
】　

■
展
示
時
間

○
１6
日　

１０
時
～
１7
時　
　

○
１7
日　

１０
時
～
１6
時

■
展
示
作
品

　

書
道
、
洋
画
、
陶
芸
、
写
真
、

押
し
花
、
生
花
、
日
本
画
、
俳
画
、

水
墨
画
、
木
彫
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
１6
日　

１2
時
55
分
～
１5
時
25
分

○
１7
日　

１０
時
１０
分
～
１5
時
５
分

■
公
演
内
容

○
１6
日　

日
舞

○
１7
日　

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

　
　
　

三
曲
、
器
楽

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課
内

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

■
日
時
（
雨
天
決
行
）

　

５
月
１7
日
㈰　

１０
時
～
１4
時

■
内
容

○
季
節
の
野
菜
、
ク
ッ
キ
ー
、
花

　

類
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
品
な
ど
の

　

即
売

○
う
ど
ん
、
お
は
ぎ
な
ど
の
バ
ザ

　

ー
実
施

■
場
所
・
問
合
せ　

　

障
害
者
支
援
施
設

　

道
前
育
成
園
（
楠
乙
）

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

21 広報さいじょう　2015　 ５月号

２
０
１
５
西
条
さ
く
ら
咲
く
展

第
22
回

西
条
市
東
予
文
化
協
会
美
術
展

第
44
回
西
条
地
域

春
季
市
民
芸
術
文
化
祭

第
37
回
ふ
れ
あ
い
即
売
会

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

表彰式・記念講演を開催
■日時　５月23日㈯　13時30分～
■場所　総合文化会館

■内容　表彰式、記念講演ほか

○記念講演

　「住民に必要とされる自立した地域づくり」

○講師

　大山自治会　会長　佐藤良子氏

　　東京都立川市の大山団地で自治会長として

　活躍し、加入率100％、孤独死ゼロを実現。

　　内閣府男女共同参画局「女性のチャレンジ

　賞」、東京都「地域活動功労者賞」を受賞。

　　日本一住みたい団地を実現した取り組みの

　中に、あなたの地域づくりのヒントを探して

　みませんか？

西条市連合自治会設立10周年記念事業

■申込先　西条市連合自治会事務局
　（市庁舎新館１階　市民生活課内）
　TEL0897－52－1462



■
日
時　

　

５
月
16
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
場
所

　

加
茂
川
河
口
干
潟
（
龍
神
社
前
）

■
内
容

　

干
潟
の
生
き
物
の
観
察

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
条
自
然
学
校　

　

山
本
貴
仁
氏

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

○
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
申
込
期
限　

５
月
11
日
㈪

■
申
込
先

　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

環
境
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
3
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

　

５
月
17
日
㈰　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

旧
鞍
瀬
小
学
校
講
堂

■
内
容

　

川
で
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
た
め

に
安
全
対
策
の
知
識
を
知
る
講
座
。

■
定
員

　

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
に
学
ぶ
体
験
活

動
協
議
会　

認
定
講
師

■
申
込
先

　

鞍
瀬
塾
事
務
局
（
藤
原
）

℡
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

FAX
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
６
７

■
日
時　

　

５
月
17
日
㈰　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

鞍
瀬
川
天
然
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
丹
原
町
鞍
瀬
）

■
内
容

○
鞍
瀬
川
に
生
息
す
る
水
生
昆
虫

　

な
ど
の
観
察

○
会
場
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

■
注
意
事
項

○
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

○
集
合
場
所
・
持
ち
物
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　

愛
媛
県
環
境
マ
イ
ス
タ
ー

　

山
本
貴
仁
氏

■
申
込
先

　

鞍
瀬
塾
事
務
局
（
藤
原
）

℡
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

FAX
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
６
７

■
日
時

　

５
月
17
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

西
消
防
署
２
階　

救
急
実
習
室

■
内
容　

身
近
な
人
が
倒
れ
た
時
、

食
べ
物
を
詰
ま
ら
せ
た
時
に
あ
な

た
は
応
急
手
当
て
が
行
え
ま
す
か
。

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
応
急
手
当

の
日
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心

肺
蘇
生
法
や
異
物
除
去
法
を
学
ぶ

講
習
会
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

【
草
木
染
教
室
　
道
ば
た
の
草
で
染
め
る
】

■
日
時　

５
月
25
日
㈪

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員
・
参
加
費
（
素
材
代
別
）

　

６
人　

１
人
８
０
０
円

■
必
要
な
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
ナ

　

イ
ロ
ン
袋
、
剪せ

ん
て
い定
ば
さ
み

【
申
込
先
】
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

℡
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
。
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第
18
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

Ｒ
Ａ
Ｃ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
講
座

第
１
回　

自
然
観
察
会

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

第20回男女共同参画社会づくり推進県民大会
■日時　６月17日㈬　13時～15時50分
■場所　ひめぎんホール（松山市）

■内容　○男女共同参画フォトコンテスト表彰式

○基調講演
　演題：字幕の中に人生
　講師：戸田奈津子氏（映画字幕翻訳者、通訳）
○パネルトーク
　テーマ：女性の活躍が企業・地域のチカラに

■申込方法・申込先　電話・はがき・ファクス・メール

　愛媛県男女参画・県民協働課　TEL089－912－2332

　FAX089－912－2444　　Eﾒｰﾙ danjokyodo@pref.ehime.jp

※当日は市の公用バスを運行します。利用をご希望の方は、

　市庁舎本館総務課へご連絡ください。

男女共同参画社会づくり関連の大会などのご案内

■問合せ　市庁舎本館４階　総務課男女共同参画係
　　　　　TEL0897－52－1205行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

日　時 場　　所行　　事　　名

13日 18：00
東予運動公園
野球場

四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS香川

四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS徳島

ひうち球場ほか

17日 10：30
瓶ヶ森駐車場～
土小屋第２駐車場

石鎚山系
元気ウォーキング大会

東予運動公園
野球場

東予体育館

17日　9：00
東予運動公園
多目的広場

西条市スポーツ少年団第13
回リーグ決勝トーナメント
（ソフトボール）

３日　9：00
４日　9：00

東予運動公園
野球場ほか

西条市少年軟式野球大会

17日　9：00
西条市スポーツ少年団
春季大会（ミニバス）

12日 18：00

第70回国民体育大会
軟式野球競技成年男子
愛媛県選考会

23日　9：00
24日　9：00

５月のスポーツカレンダー

小松中央公園
テニスコート

第12回小松オムニコート
選手権大会（シングルの部）

24日　8：30

日本女性会議2015倉敷
■期間　10月９日㈮～11日㈰
■場所　倉敷芸文館ほか（倉敷市）

■内容　基調講演、分科会、交流会など

■主催　日本女性会議2015倉敷実行委員会



【
中
国
語
講
座
】

■
期
間
・
受
講
時
間

○
初
級　

５
月
７
日
㈭　

開
講　

　
　
　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

※
初
級
は
初
回
の
み
木
曜
日

○
中
級　

５
月
７
日
㈭　

開
講　

　
　
　
　

第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

徳
田
公
民
館

■
受
講
料　

年
５
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

■
申
込
期
限　

開
講
日
前
日

【
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
】

■
日
時

　

毎
週
日
曜
日　

９
時
～
11
時

■
場
所　

丹
原
公
民
館

■
内
容

○
申
込
不
要
・
受
講
料
無
料

○
入
門
期
か
ら
日
本
語
能
力
試
験

　

受
験
対
策
ま
で
の
５
ク
ラ
ス

○
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

URLhttp://w
w
w
.geocities.jp/

tbrjpns/index1act.htm
l

【
随
時
会
員
募
集
中
】

　

主
な
活
動
は
、
在
日
外
国
人
と

の
交
流
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
。

■
年
会
費　

３
０
０
０
円

【
申
込
先
】　

　

丹
原
町
国
際
交
流
協
会
（
児
玉
）

℡
０
８
９
8

－

６
８

－

０
２
４
６

Eﾒｰﾙtanbarajpn@
yah
oo.co.jp

■
期
間
・
受
講
時
間

　

６
月
～
平
成
28
年
３
月（
全
16
回
）

○
幼
児
（
年
長
）
・
小
学
生

　

17
時
30
分
～
18
時
15
分

○
中
学
生
・
高
校
生

　

18
時
25
分
～
19
時
15
分

■
場
所　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資

料
館
、
丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を

築
き
上
げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
を

含
む
４
人
の
講
師
に
よ
る
英
会
話

・
マ
ナ
ー
講
座

■
対
象
者
・
定
員

○
幼
児
・
小
学
１
年
生　
　

15
人

○
小
学
２
・
３
年
生　
　
　

15
人

○
小
学
４
・
５
・
６
年
生　

15
人

○
中
学
生　

10
人

○
高
校
生　

10
人

■
受
講
料　

年
８
０
０
０
円

※
１
受
講
に
つ
き
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月
21
日
㈭

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
先　

東
予
総
合
支
所
内　

市
教
育
委
員
会
西
部
分
室

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

丹
原
町
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座
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■日程　10月20日㈫　開講　２講座・各２時間程度
■内容　①コケ玉作り体験

　　　　②染物体験

■対象・定員　一般・各15人程度

▼ 遊学講座▼ 遊学講座

■日程（各コース６回）

　Ａコース　　６月９日㈫・11日㈭・12日㈮・16日㈫・
　　　　　　　18日㈭・19日㈮　９時30分～11時30分
　Ｂコース　　７月22日㈬・23日㈭・24日㈮・29日㈬・
　　　　　　　30日㈭・31日㈮　19時～21時
　Ｃコース　　８月18日㈫・20日㈭・21日㈮・25日㈫・
　　　　　　　27日㈭・28日㈮　９時30分～11時30分　
　Ｄコース　　11月17日㈫・19日㈭・20日㈮・26日㈭・
　　　　　　　27日㈮・12月１日㈫　９時30分～11時30分　
■内容　Ａコース：文書作成（ワード）・初級

　　　　Ｂコース：表計算（エクセル）

　　　　Ｃコース：文書作成（ワード）・中級

　　　　Ｄコース：年賀状作成

■対象・定員　一般・各コース14人

▼ 初級パソコン講座▼ 初級パソコン講座
▼ 初心者絵手紙講座

▼ 英会話講座

■日程　６月開講　月２回・水曜日（全18回）

　　　　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～

■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、

　　　　外国人講師による生きた英会話を学習します。

■対象・定員　一般・各クラス20人程度

▼ 英会話講座

■日程　６月開講　毎月第４土曜日（全10回）10時～12時

■内容　絵と短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。

■対象・定員　一般・10人程度

▼ 初心者絵手紙講座

　各公民館に設置してある中央公民館主催講座の案

内チラシに申込書が付いていますので、必要事項を

記入して、中央公民館に提出してください。

　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。

※各講座の受講料は無料ですが、画材や学習教材代

　などの実費が必要です。

■申込期間　５月１日㈮～24日㈰
■問 合 せ　中央公民館　TEL0898－65－4030

▼中央公民館主催講座の申込方法▼

■日程・内容　６月開講　月１回（全８回）

　○ウェーブリングストレッチ（４回）　10時30分～

　　６月３日㈬・７月１日㈬・８月５日㈬・９月２日㈬
　○ストレッチウォーキング（４回）　10時30分～

　　10月８日㈭・11月12日㈭・12月10日㈭・１月14日㈭
■対象・定員　一般・20人程度

▼ウェーブリングストレッチと
　　　ストレッチウォーキング講座
▼ウェーブリングストレッチと
　　　ストレッチウォーキング講座

■日程　６月開講　月１回・第２土曜日（全10回）

　　　　９時30分～12時

■内容　パステルクレヨンや折り紙で動物や乗り物などを

　　　　描き、子どもの豊かな感性と表現力を養います。

■必要経費　パステルクレヨン代：2,400円程度

　　　　　　画板・用紙代：1,800円程度

■対象・定員　小学１～５年生・30人程度

▼ 子ども美術講座▼ 子ども美術講座

中央公民館主催講座受講生募集
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　市民一人一人が大切にされる温かい人権文化のまちづくりを進めるため、カウンセラー養成講座を開催し

ます。子育てや人間関係に不安をお持ちの方にもきっと役立つ内容ですので、ぜひお申し込みください。

～心通い合う温かい人権文化のまちづくりをめざして～

平成 27 年度 西条市カウンセラー養成講座（初級コース）

【日　　時】　①７月11日㈯　13時～17時　　②７月12日㈰　９時～17時
　　　　　　　③８月８日㈯　13時～17時　　④８月９日㈰　９時～17時　　計22時間
【会　　場】　総合福祉センター研修室２

【講　　師】　えなカウンセリングスクール　代表　南　修治氏

【募集人数】　99人（応募者多数の場合、市内在住者・勤務者優先で抽選を行い、抽選に漏れた方にのみ、

　　　　　　　６月29日㈪までに通知します。通知のない方は、筆記具と下敷きを持ち、ご来場ください）
【申込期限】　６月12日㈮
【申込方法】　市教育委員会人権教育課、教育委員会西部分室、各公民館に受講申込書を設置しています。

　　　　　　　必要事項をご記入のうえ、設置場所に提出してください。市人権教育課ホームページから

　　　　　　　申込書をダウンロードできますので、印刷のうえご利用ください。

【Ｕ Ｒ Ｌ】　http://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/jinkenkyoiku/

【問 合 せ】　市庁舎新館４階　人権教育課　人権教育係　TEL0897－52－1360

歯と口の健康週間行事
【東予周桑歯科医師会の催し】
■日　時　６月６日㈯　14時30分～16時30分
■場　所　東予総合福祉センター

■対　象　小学生未満

■内　容　歯磨き教室、歯の健康相談、フッ素塗布

　　　　　※記念品（歯ブラシ）プレゼント

■問合せ　黒河歯科医院　TEL 0898－68－7273

【西条歯科医師会の催し】

■日　時　６月７日㈰　９時～11時30分
■場　所　総合福祉センター

■内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病

　健診、咬合力（かむ力）測定、顕微鏡で見るお口

　の細菌、クイズラリー

■問合せ　まつまえ歯科医院　TEL 0897－58－2234

歯と口の健康週間行事
【東予周桑歯科医師会の催し】
■日　時　６月６日㈯　14時30分～16時30分
■場　所　東予総合福祉センター

■対　象　小学生未満

■内　容　歯磨き教室、歯の健康相談、フッ素塗布

　　　　　※記念品（歯ブラシ）プレゼント

■問合せ　黒河歯科医院　TEL 0898－68－7273

【西条歯科医師会の催し】

■日　時　６月７日㈰　９時～11時30分
■場　所　総合福祉センター

■内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病

　健診、咬合力（かむ力）測定、顕微鏡で見るお口

　の細菌、クイズラリー

■問合せ　まつまえ歯科医院　TEL 0897－58－2234
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申込先：丹原文化会館　TEL0898－68－3555

■ハーモニカ講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：好きな曲が学べます。Ｃ調ハーモニカ使用。
　受講料：月500円

■ギター講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：基礎から学びます。アコースティックギター使用。
　受講料：月500円

■和太鼓講習会
　日時：毎週金曜日　19時30分～21時30分
　対象：小学生以上　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月1,000円

■子どものキーボード教室
　日時：第２・４土曜日　17時～17時30分
　対象：小学生　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

■吹奏楽クリニック（楽器別講習会）
　日時：年５回程度
　内容：県内外の講師が10種類の楽器を指導します。
　受講料：１回500円

■合唱講習会
　日時：第２・４土曜日　９時30分～11時30分
　対象：小学生～高校生　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

丹原文化会館各種講習会丹原文化会館各種講習会

※講習の日程などは変更になる場合があります。

●日　時　５月24日㈰　10時～13時
●内　容　基本的なベーグルを２種類作り、

　　　　　簡単ランチも作ります。

●講　師　ＪＨＢＳ（Japan Home Baking School）

　　　　　長谷部　恵氏

●定　員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　 2,000円

●申込期限　５月17日㈰

１day Lesson 基本のベーグル教室

地元食材を使った料理教室・講習会地元食材を使った料理教室・講習会

【臨時休館】

　５月11日㈪・25日㈪は全館清掃作業・商品管理など
　のため休館します。

●申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

■スローガン　思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道

■運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止

■重点目標

　○自転車の安全利用の推進

　○シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　○飲酒運転の根絶

春の全国交通安全運動
５月11日㈪～20日㈬

５月20日㈬は「交通事故死ゼロをめざす日」



生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

●木工教室

　４月から制作中の「花瓶」を仕上げます。

日時　５月９日㈯・23日㈯　13時30分～15時30分
●絵画教室

　水彩画を描きます。（用具は各自持参）

日時　５月１日㈮・15日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

　40歳以上の初心者向けです。　※教材は自己負担

日時　５月20日㈬・27日㈬　13時30分～15時30分
●５月企画展「同美会展」

　学習グループ「同美会」の皆さんの油彩画作品を展示。

期間　５月１日㈮～21日㈭　※最終日は17時まで

【開館時間】９時～22時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

【四国鉄道文化館　北館】
●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　十河信二氏の偉業を楽しく読み聞かせてくれます。

日時　５月10日㈰　14時上演
●毎週土曜日開催！　ペーパークラフト体験教室

　０系やＮ700系などの新幹線

やＳＬなど、ペーパークラフト

で、いろいろな列車を作ってみ

よう！

日時　毎週土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

【開館時間】９時～18時　※観光交流センターは無休
【５月休館日】水曜日（６日開館）、７日㈭

●ふくろうシリーズ　箱庭展

　いろいろな場所をモチーフ

にした箱庭展。愛らしいふく

ろうをぜひご覧ください。

期間　５月２日㈯～30日㈯
場所　椿交流館内まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【５月休館日】オアシス館：無休
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日（６日開館）

●「子どもの日」無料開放

日時　５月５日㈫　10時～21時
対象　小・中学生　※１回の利用は２時間以内

●市内小・中学生無料開放日

日時　５月２日㈯、９日㈯　10時～12時
●無料クロール教室

日時　５月23日㈯　10時30分～11時
対象　小・中学生

●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！

登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）

使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

【開館時間】10時～21時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭

●清水・日高地区ふるさと散歩展

　今治市の神社・寺・古墳などを写真と資料で紹介。

期間　～５月10日㈰まで
●伝統の技　周桑和紙展

　和紙が出来るまでの工程や、石田地区と国安地区の和

紙の違いなど、周桑和紙の魅力を写真と作品で紹介。

期間　５月24日㈰～６月30日㈫
●一閑張り（柿渋使用）作り教室　～生徒募集～

　柿渋の自然素材を生かした作品を作ります。（全２回）

日時　５月26日㈫・６月２日㈫　13時30分～15時30分
定員　16人（先着順）

材料費　500円　　申込期限　５月24日㈰
●和紙あんどん作り教室　～生徒募集～

　西条市特産の手漉き和紙を用いて、柔らかい光を放つ

あんどんを作ります。（全３回）

日時　６月４日㈭・11日㈭・18日㈭
　　　13時30分～15時30分
定員　10人（先着順）　　材料費　約2,500円

必要な物　木工用ボンド、カッターナイフ、小筆

申込期限　５月24日㈰

東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

【開館時間】９時～18時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫～14日㈭

●特別展示「市之川鉱山とその時代」

　市之川鉱山関係の残された資料などを展示。

期間　５月３日㈰～30日㈯　※最終日は16時まで
●郷土史講座

テーマ　市之川鉱山のいろいろ

　　　　資料「市之川鉱山豆知識」の行間を読む。

日時　５月19日㈫　14時～16時　　
定員　30人（先着順）

講師　渡邊博毅氏（市之川公民館長）

申込期限　５月15日㈮
※電話・ファクスでお申し込みください。

●展示スペース利用者募集

　館内展示スペースの利用者を募集しています。趣味の

作品展示や日頃の研究成果の発表の場にご利用ください。

※詳細は西条郷土博物館にお問い合わせください。

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199
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●エコクラフト作品展

  市内在住の塩出サダ子さ

んとカゴーズクラブの皆さ

んによる作品展。手芸の好

きな仲間たちが紙バンドで

作った手作りのかごや小物

などを展示。

期間　５月１日㈮～30日㈯
●火おこし体験

日時　５月17日㈰・24日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

●「五百亀作品・エチュード編」～習作の魅力を探る～

期間　～６月21日㈰まで
●「愛媛旺玄展」

期間　５月１日㈮～10日㈰　※最終日は16時まで　
●「第６回手芸仲間展（モラ）」

期間　５月15日㈮～29日㈮　※最終日は15時まで
●市民ギャラリー・会議室利用者募集中

　２階市民ギャラリーと会議室の利用者を募集していま

す。文化芸術活動の発表の場にご利用ください。

※詳細は五百亀記念館にお問い合わせください。

【開館時間】９時～19時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

●趣味の手芸展

　パッチワーク、創作アップリケ、ボトルフラワー、ク

ラフトの籠などの手芸品を展示。

期間　５月16日㈯～６月３日㈬
●五十男・廣武二人展

　扇絵と葦ペン画を展示。　　期間　～５月４日㈪まで

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●特別展「小松史談会　65年のあゆみ」展

　今後さらなる発展をめざ

す「小松史談会」の現在ま

での歴史と活動・行事など

を紹介。

期間　～５月６日㈬まで
●特別展示「第13回　新収蔵資料展」

　平成26年度に寄贈のあった篤山先生ゆかりの書、大和

絵の掛軸、小松藩の武術伝書巻物などの資料を展示。

期間　５月24日㈰～７月12日㈰

【開館時間】９時～17時30分
【５月休館日】水曜日（６日開館）、１日㈮、７日㈭、
　　　　　　　８日㈮、11日㈪、12日㈫、14日㈭、31日㈰

●古伊万里の展示

　館の収蔵品から、徳川

中期～後期の茶碗・小壷

・徳利・猪口・湯呑・皿

などの作品を展示。

期間　～６月30日㈫まで
●倉敷の手仕事展　展示即売会

　倉敷民藝作家による手仕事展。

手のぬくもりが伝わる「飾らな

い美しさと力強さ」をお楽しみ

ください。

　倉敷堤窯：武内真木氏（作陶展）

　倉敷ガラス：小谷栄次氏（吹きガラス展）

　倉敷緞通：瀧山雄一氏（敷物展）

　備中和紙：丹下直樹氏（和紙展）

期間　５月23日㈯～６月14日㈰

【開館時間】９時～16時30分
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い 　 お 　 き

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日（４日開館）、７日㈭、８日㈮、
　　　　　　　12日㈫、13日㈬

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

▼　プラネタリウム情報　▼

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、

　　　　　　　　　　　15時30分　

　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

ワンピース　プラネタリウム
～麦わらの一味と星空の航海へ！～

●簡単工作　～こいのぼり作り～

日時　５月５日㈫　10時～11時
対象　幼児（保護者同伴）～小学生　　材料費　無料

※申し込み不要。材料がなくなり次第終了します。

●のみの市　ご家庭の不用品をご提供ください。

主催　どんぐり委員会　※開催日は未定です。
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●１日・15日・29日（金曜日）

千野々バス停前　　　　10：10～10：30

玉津小学校　　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　　14：20～14：50

田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●８日・22日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　　10：00～10：30

飯岡戻川集会所　　　　10：40～11：10

西条小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●２日・16日・30日（土曜日）

楠河公民館　　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　　11：00～11：30

東予北地域交流センター　11：40～12：00

多賀小学校　　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（土曜日）

兎之山集会所　　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　　14：30～15：00

【開館時間】西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【５月休館日】西条図書館：31日㈰
　東予図書館：月曜日（４日開館）、１日㈮、７日㈭、
　　　　　　　８日㈮、12日㈫～14日㈭、31日㈰
　丹原図書館：金曜日、７日㈭、11日㈪～14日㈭、31日㈰
　小松温芳図書館：水曜日（６日開館）、１日㈮、７日㈭、
　　　　　　　　　８日㈮、11日㈪、12日㈫、14日㈭、31日㈰

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　５月９日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　５月20日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児

東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　５月20日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　５月９日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　５月28日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　５月23日㈯　10時30分～　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●11日・25日（月曜日）

市民の森入口分岐点　　 9：50～10：20

グリーンハイツグラウンド 10：40～11：10

壬生川小学校　　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　　13：50～14：20

国安公民館　　　　　　14：40～15：00

●５日・19日（火曜日）

船屋集会所　　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　　10：50～11：20

橘小学校　　　　　　　13：00～13：30

石根公民館　　　　　　13：50～14：10

●12日・26日（火曜日）

大谷西　　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　　10：40～11：10

禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30

徳田公民館　　　　　　14：00～14：30

ＪＡ周桑吉岡支所前　　14：40～15：00

●６日・20日（水曜日）

橘公民館　　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　　13：50～14：20

●13日・27日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド 10：40～11：10

神戸小学校　　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　　13：40～14：10

氷見公民館　　　　　　14：20～14：50

５月のおはなし会 ５

●ジャンボお絵かき

　５月５日㈫　10時～15時　対象：幼児・小学生
　まっ白な大きなキャンパスに思いっきり自由に絵を描こう。

　作品は１年間、児童館の壁面に飾ります。

●ゲーム遊び

　５月９日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●えいごであそぼう！（要申込）

　５月16日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　定員：15人

●ニコニコクッキング

　「ピザをつくろう！」（要申込）

　５月30日㈯　10時～12時　対象：小学生
　定員：10人　場所：大町公民館調理室

　必要な物：エプロン・三角巾・ハンドタオル・とけるチーズ

●こども映画会「サミーとシェリー」

　５月５日㈫　13時30分～15時　対象：幼児・小学生
●かんたん手芸「愛媛のみかんストラップ」（要申込）

　５月７日㈭　15時30分～16時30分
　対象：幼児・小学生　定員：15人

●茶道クラブ

　５月９日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●ジオラマがやってくる～鉄道模型の好きな人集まれ！～

　５月９日㈯　13時～15時　対象：幼児・小・中学生
　Ｎゲージ鉄道模型体験コーナー

　アンパンマントロッコやおもしろバリィさん号がはしるよ！

●リズム教室

　５月16日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

●こいのぼり作り

　５月５日㈫　10時30分～11時30分
　手形、足形でこいのぼりを作ろう

●かんたん手芸「フェルトで作るストラップ」

　５月９日㈯　10時30分～11時30分
●リトミック（要申込）

　５月26日㈫　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児親子　定員：10組

西条西部児童館 氷見西新開59　TEL0897－57－6061

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511 広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【５月休館日】月曜日、３日㈰、６日㈬

●お楽しみ工作

　５月５日㈫　10時～15時　定員：30人（先着）
　だれでも参加できるお楽しみ工作コーナー

●丹原わくわくフェスタ

　５月30日㈯　10時～11時30分
　対象・定員：幼児親子15組、小学生30人

　パラバルーンであそぼう！

　楽しいゲームやお楽しみビンゴ大会もあるよ。

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

※４月から巡回箇所・曜日・時間を変更していますのでご注意ください。
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西条産品応援団

バラ
　バラと聞いて知らない人はいませんが、西条市がバラ

の産地だと知らない市民の方は多いのではないでしょうか。

　バラは丹原地区などで盛んに栽培されており、市内ＪＡの農産

物出荷額では上位になっています。ＪＡ東予園芸では90品種以上のバ

ラを扱っており、大阪の花市場では「スプレーバラ（一本の茎に多くの花を

つけたバラ）と言えばＪＡ東予園芸」といわれるほど有名です。ＪＡ東予園芸のバ

ラは直販所「おいでんやとうえん」（TEL0898ー68ー3600）で購入することもできます。

色も形も個性豊かなバラ

長く楽しむコツ

　バラ農家の佐伯勇輔さんは、アーチング栽培という方法で40品種以上のバラを栽培しています。「品種によっ

て病害虫への抵抗力などの性質が違うため、栽培には気を使います。毎日、朝晩の２回、開花前に収穫していま

す」「樹勢が弱まらないよう３年ごとに株を植え替えており、その際は

トゲが無く扱いやすい品種や、流行・将来性などを考慮した品種を選ん

でいます」と佐伯さん。花の消費が少ないといわれている日本の中でも

愛媛県は消費の最も少ない地域の一つであるため、フラワーアレンジメ

ントの体験教室を保育園や幼稚園で実施するなど、「食育」ならぬ「花

育」に力を入れているそうです。

　ふるさとの特産品のバラを、大切な人の誕生日や記念日のプレゼント

にすることはもちろん、何気ない日常にも飾ってみませんか。

ふるさと産品通信

問合せ　市庁舎新館４階　観光物産課　

　　　　物産・ブランド推進係　TEL0897－52－1380

＜材料＞４～５人分
　冷凍いちご…250ｇ、砂糖…100ｇ、レモン果汁…適宜

＜作り方＞
　①冷凍いちごに砂糖を加えて、砂糖が溶けるまで電子レンジで加熱す

　　る。（ふきこぼれに注意してください）

　②いちごをフォークなどでつぶし、レモン汁を３～４滴加えて味を調

　　整する。

　今回は火を使わないので、どなたでも簡単に作れます。ぜひお試しください。

いちごシロップの作り方

旬のふるさと産品の活用術

食創館
がお届
けする

　前回、広報さいじょう３月号で紹介した冷凍いちごを使います。

▲バラを収穫する佐伯勇輔さん

　こまめに水替えを行い、切り口が黒ずむ前に根元を切ることで、花を美しい状態に保

つことができます。

※食創館：西条市食の創造館

今回は
Flower
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　名曲「千の風になって」ゆかりのまちのシンボルとなる「千の風モニュメント」が西条図書館の中央緑地に完

成し、その除幕式が盛大に開催されました。式典には、歌の生みの親である新井満さんと、モニュメントのデザ

イナーである土屋茂昭さん（舞台美術家、元劇団四季舞台美術部長）をはじめ、当市と同じゆかりのまちである

北海道七飯町、新潟市のほか、「千の風になったあなたへ贈る手紙」の投函者やモニュメント製作の支援者の方

々など、シンボルの誕生を祝して市内外から数多くの皆さんにご参加をいただきました。

　出席した皆さんは、アクアトピア水系周辺の美しい風景と自然に調和したモニュメントの姿に見入っていまし

た。西条市の新たなまちのシンボルの一つとして、多くの人から末永く愛されることを願っています。

３／21　「千の風になって」ゆかりのまちのシンボルが誕生！　千の風モニュメント

３／21　ＪＲ四国との連携で千の風まちづくり

　ＪＩＣＡの一員として活動する佐伯拓也さん（写真

左）と松木昭二さん（写真右）が市長を表敬訪問。佐伯

さんは青年海外協力隊でタンザニアの中学校での任期を

終えて帰国。松木さんはシニア海外ボランティアで経営

管理の講師として今後２年間パラグアイで活動されます。

　ＪＲ伊予西条駅の列車到着を知らせるメロディが、

名曲「千の風になって」になりました。これは当市と

ＪＲ四国が昨年７月に締結した連携協定の一環として

実現したもので、オルゴール調に編曲されたメロディ

が、列車を待つ利用者にやさしく奏でられています。

３／20　国際社会で活躍　ＪＩＣＡの活動
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　西条石鎚ライオンズクラブ創立25周年、和歌山県海南市の下津ライオンズクラブ創立50周年、そして四国鉄道

文化館南館のオープンを記念して、両クラブから四国鉄道文化館南館に屋外用の掛け時計が寄贈されました。

　寄贈式典当日はミニＳＬ乗車会も開催され、真新しい大きな掛け時計の下を、大勢の家族連れや子どもたちが

小さな蒸気機関車や新幹線などに乗って楽しく走行しました。

　ＪＲ壬生川駅に東西自由通路「ぽんぽこ橋」と駅西広場が完成し、開通式が行われました。式典では市長をは

じめ、来賓によるテープカットが行われ、駆けつけた地域の方々とともに完成を祝いました。

　開通式の翌日には、東予ロータリークラブから駅西広場に時計塔モニュメントを寄贈いただき、贈呈式が行わ

れました。時計塔モニュメントは市民の新たなシンボルとして活用されることになります。

３／22　大きな「掛け時計」の下でミニＳＬ乗車会　四国鉄道文化館

３／26　祝！　壬生川駅自由通路東西線「ぽんぽこ橋」開通・「壬生川駅西広場」開園

４／５　自助・共助の力で災害犠牲者ゼロを！ ３／22　地酒でほろ酔い！酒蔵巡りバスツアー

　「災害から生き延びた命が助かる方法を知り、皆が

実際に体験する」ことを目標に、飯岡地区の戻川自主

防災会・戻川自治会が防災訓練を実施。参集訓練や防

災マップづくり、女性防災士による応急処置実演など、

三世代交流も兼ねながら訓練に取り組んでいました。

　「最上の西条」をＰＲする番組制作に連動した、西

条の銘酒に出会うバスツアーを実施。市内外から集

まった参加者は、武田酒造、成龍酒造の各銘柄と西条

発麦焼酎「周蔵」を試飲し、ほっこりと満喫。今後も

さまざまな企画を通して西条を発信します。
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〒
７
９
３
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８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

西条市国際交流協会

　西条市国際交流協会の設立を記念して講演会を開催します。皆さん

のご参加をお待ちしています。

■内　　容　国際交流で地域をより活性化

■申込方法　事務局にある応募用紙に必要事項を記入し、提出してく

　　　　　　ださい。（郵送・ファクスなど）

　　　　　　※応募用紙は市ホームページからもダウンロード可。

■問 合 せ　西条市国際交流協会事務局（市庁舎本館４階総務課内）

　　　　　　TEL0897ー52ー1206　FAX0897ー52ー1200

にしゃんた講師：

　スリランカ出身、羽衣

　国際大学教授。テレビ

　・ラジオでも活躍中。

設立記念講演会を開催します
場所日時 ５月30日㈯　14時～

（協会設立総会後）

総合文化会館小ホール

（要整理券）
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さ
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。
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０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

№113№113
「カウンセラー養成講座」ご存じですか？

　西条市教育委員会

人権擁護委員が委嘱されました
　４月１日付で、法務大臣から次の方々が人権擁護委員に委嘱されました。

　　○井門喜代美氏（下島山）・・・・・再任

　　○今井　幸氏（大町）・・・・・・・再任

　　○宮内哲彦氏（明屋敷）・・・・・・再任

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された私たちの街の相談パートナーです。

　暮らしの中での悩みや心配事、困り事のある方は、人権擁護委員にご相談ください。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。

　人権相談は毎月実施しており、日程や実施場所は、定期無料相談（35ページ）に掲載しています。

■問合せ　市庁舎新館１階　広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1243

　３月23日に、公益社団法人伊予西条法人会か

ら、昨年に引き続き西条図書館に図書が寄贈さ

れ、星加隆夫会長から目録が手渡されました。

　寄贈された児童図書は、西条図書館の蔵書と

して来館者の皆さまにご利用いただきます。

図書が寄贈されました農業に関する副読本が
寄贈されました

　３月24日に、ＪＡ周桑およびＪＡ西条から、

農業に関する副読本「農業とわたしたちのくら

し」が寄贈されました。この副読本には、農業

と食生活との関わりや農業の現状についてのカ

ラー資料が多く掲

載されており、小

学５年生を対象に

社会科や総合的な

学習の時間、食育

の指導等で活用さ

せていただきます。
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■行政相談
○５月12日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134

○５月12日㈫　13時～15時　市庁舎新館１階広報広聴課
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○５月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　５月26日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線229

○５月８日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線215

■人権相談
○６月１日㈪　９時～16時　大町公民館
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○６月１日㈪　９時～16時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134
○６月１日㈪　９時～16時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線229
○６月１日㈪　９時～16時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線215
○月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

　　　　　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）

　事前予約が必要。先着順（予約受付は５月１日㈮～）
　※解決の糸口となる助言を行います。

　※相談内容はできるだけ整理しておいてください。

○５月13日㈬・27日㈬　13時～17時　市庁舎新館１階広報広聴課
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○５月20日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134

■消費生活相談　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時15分
　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1495

　各総合支所総務課（電話番号は17頁上段掲載）

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　５月12日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　中央公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　TEL0898－68－3373　担当：池田

■不動産無料相談　５月８日㈮　13時～15時
　西条宅建協会（明屋敷57－11兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　西条宅建協会　TEL0897ー55ー0988

■無料不動産相談　５月11日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）

　日曜日・祝日　10時～15時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」 TEL0897－55－1018

　※５月16日㈯　10時～12時　「元気にこにこ堂」でも専門的な
　　相談を実施します。

◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）

　○ひだまり　　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　　東予南保育所内　TEL0898－64－3112

　○たんぽぽくらぶ　　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

　○さくらんぼ　　中川さくら保育園内　TEL0898－73－2141

　○元気にこにこ堂　紺屋町商店街フロム２階　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）

　市庁舎新館２階子育て支援課、東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談

　月～金曜日（祝日除く）　　市庁舎新館２階子育て支援課

　毎週水曜日（祝日除く）　　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談

　火・水・金曜日（祝日除く） 市庁舎新館２階子育て支援課

　月・木曜日（祝日除く）　　東予総合支所市民福祉課

　問合せ　市庁舎新館２階子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　TEL0897－53－0880

　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　TEL0898－64－2600

　金曜日（祝日除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日（祝日除く）　９時～12時

○小松地域福祉センター　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時

　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■補聴器相談会
　５月20日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ　市庁舎新館２階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　５月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■お酒の悩み相談
　５月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■社会保険等相談
　５月14日㈭　10時～16時　東予総合支所１階会議室
　問合せ　市庁舎新館４階産業振興課　TEL0897－52－1482

■東予若者サポートステーション出張相談会
　５月12日㈫・19日㈫・26日㈫　13時～17時　ハローワーク西条
　問合せ　東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

～憲法週間行事～

弁護士会による無料法律相談 日　　時　６月１日㈪　９時～21時
電話番号　０１２０－４５９－７３７（フリーダイヤル）

　　　　　携帯電話からの相談も可能（予約不要）

相談内容　差別待遇、暴行・虐待、体罰、いじめ、プライバ

　　　　　シーの侵害など、家庭や近隣関係などにおける人

　　　　　権問題に関するあらゆる相談（秘密厳守・無料）

相談担当　人権擁護委員、法務局職員

主　　催　松山地方法務局、愛媛県人権擁護委員連合会

四国一斉「人権擁護委員の日12時間電話相談」

日　時　５月18日㈪　10時～15時　
場　所　松山地方裁判所西条支部

受　付　10時～11時30分、13時～14時30分（予約不要）

主　催　愛媛弁護士会西条支部

後　援　松山地方裁判所西条支部

　　　　松山家庭裁判所西条支部

問合せ　松山地方裁判所西条支部　TEL0897－56－0652
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５月の乳幼児相談

８日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

11日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談

◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター  ５月７日㈭・
　　　　　　　　　　６月１日㈪
○東予保健センター　５月11日㈪・
　　　　　　　　　　６月８日㈪
○丹原保健センター　５月18日㈪・
　　　　　　　　　　６月15日㈪
○小松保健センター　５月25日㈪・
　　　　　　　　　　６月22日㈪

■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　５月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300

■５月の献血日程

◆フジグラン西条

　５月12日㈫　10時～12時・13時～16時
　（西条石鎚ライオンズクラブ協力による開催）

○問合せ　愛媛県赤十字血液センター

　　　　　TEL089－973－0755

※場所　中央：中央保健センター　東予：東予保健センター　小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

13日㈬　９：30～11：00　丹原公民館

健康な体はバランスのとれた食事が作ります！

スマート美ライン教室
■スマート美ライン教室とは

　肥満やメタボリックシンドロームの予防・改善の減量プログラム

■対象

　64歳までの方で、ＢＭＩ値が25以上、全プログラムに参加可能な方

日　　時 運動・調理実習

６月18日㈭
９時30分～11時30分

このままだとどうなるの？

自分に合った食事量はどのくらい？

カロリーの減らし方、食べ方のコツ

グループワーク（食生活を見直そう）

正しいラジオ体操を覚えてダイエット！

ヨガ体験

リバウンドしないために

これからの生活に向けての目標

６月25日㈭
９時30分～13時

７月16日㈭
９時30分～13時

８月27日㈭
９時30分～13時

９月17日㈭
９時30分～13時

内　　容

①

②

③

④

⑤

運動

　自宅でできる

　エクササイズ

　（ラジオ体操）

調理実習

　低カロリーの

　バランス食

■申込期限　６月10日㈬　■定員　20人（先着順）
■場所・申込先　中央保健センター

■日時等

<ＢＭＩ（体格指数）の計算方法 >
　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　18.5 未満：やせ　18.5 以上 25 未満：普通
　　25 以上：肥満

５月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

19日㈫

21日㈭

26日㈫

20日㈬

14日㈭

12日㈫

28日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成27年１月１日～
１月31日の出生児

平成27年１月１日～
２月28日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成25年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成24年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、

　　　　　　　　　理想の体重に近づこう

　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、

　　　　　　　　　体の内側から美しくなる

体の中から健康になる　食事のつぼ講座

▼食事のつぼ講座　５月・６月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

６月15日㈪

６月30日㈫

カロリー編 受講時間

５月22日㈮

５月15日㈮
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完歩までの流れ

①保健センターや公民館などに、ウォーキングマップとスタンプカードが置いて

　ありますので、ご自由にお取りください。

②マップを参考にして、ウォーキングを行ってください。（１日１コースのみ）

③ウォーキングが終わったら、該当地区の公民館または保健センターに設置して

　あるスタンプをスタンプカードに押し、歩いた日を記入してください。

　※公民館が休館日の場合は、お近くの保健センターにお越しください。

④全25コースを完歩したら、お近くの保健センターにスタンプカードをご持参く

　ださい。完歩の申告は６月１日㈪から受け付けます。
⑤完歩を確認後、一定人数がそろった時点で認定証交付式を行います。

■問合せ　中央保健センター

25コース全てを完歩した方には
認定証と記念品を差し上げます

ウォーキングマップを見ながら歩いてみませんか？

ラジオ体操で元気ポイントを貯めよう

こころの相談（要予約）
■日　時　５月25日㈪　14時～16時
■場　所　東予保健センター

■内　容　生活上の問題、治療、社会復帰など

　　　　　に関する心の健康相談

■担　当　医師および保健師

■申込先　中央保健センター

■対 象 者　西条市民

■登録要件　次の３つを満たすこと。

　○近隣住民・サークルなど５人以上のグループ。

　○週１回以上で、継続して活動すること。

　○活動内容を市ホームページなどへ掲載すること

　　に同意できること。

■登録方法　（受付：６月１日㈪～）
　グループの代表者が各保健センターに申請。

　登録後、スタートキット（スタンプカード・スタ

ンプ）をお渡しします。

■ポイント制　ラジオ体操を実施後、カードにスタ

ンプを押します（１日１ポイントまで）。ポイント

の累計が目標に到達したら、認定証と景品を贈呈。

■問 合 せ　中央保健センター

登録グループを募集します

　このワクチンは、国内でみられる肺炎球菌のうち

約８割以上を占める、23種類の肺炎球菌感染症の予

防効果があります。

　重症化を防止するためにも接種しましょう。

■平成27年度の対象者

①以下の生年月日の方

　65歳：昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生

　70歳：昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生

　75歳：昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生

　80歳：昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生

　85歳：昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生

　90歳：大正14年４月２日生～大正15年４月１日生

　95歳：大正９年４月２日生～大正10年４月１日生

　100歳：大正４年４月２日生～大正５年４月１日生

②接種時に60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト

　免疫不全ウイルスによる免疫低下の重度障害を有

　する方。（身体障害者手帳１級相当）

※任意接種として過去に接種された方は、接種対象

　外です。

■接種回数　１回

■接種費用　4,000円

■問 合 せ　中央保健センター

高齢者肺炎球菌感染症ワクチン
～予防接種を受けましょう～

平成27年度の予防接種対象者をお知らせします

ウォーキングに
挑戦しよう！



※ 当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。

※ 当番病医院に電話をかける際には、番号を確認の上、お間違いのないようご注意ください。

※ 急病以外は診療時間内に受診しましょう。

広 告 欄 広 告 欄

休日の当番病医院
　９時から 18 時までは休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）をご利用ください。

３
㈰

４
㈪

５
㈫

６
㈬

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

10
㈰

17
㈰

24
㈰

西条中央病院
0897-56-0300

村上記念病院
0897-56-2300

済生会西条病院
0897-55-5100

西条中央病院
0897-56-0300

西条中央病院
0897-56-0300

西条中央病院
0897-56-0300

村上記念病院
0897-56-2300

済生会西条病院
0897-55-5100

市立周桑病院
0898-64-2630

市立周桑病院
0898-64-2630

済生会西条病院
0897-55-5100

村上記念病院
0897-56-2300

済生会西条病院
0897-55-5100

村上記念病院
0897-56-2300

済生会西条病院
0897-55-5100

平日夜間の当番病医院
　内科は 19 時から 22 時までは休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）をご利用ください。

１
㈮

２
㈯

７
㈭

12
㈫

13
㈬

14
㈭

15
㈮

16
㈯

18
㈪

19
㈫

20
㈬

21
㈭

22
㈮

23
㈯

25
㈪

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科 日 外　　　科 日 外　　　科

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

８
㈮

９
㈯

11
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

かりやま整形外科
0897-47-1717

西条市民病院
0898-72-4111

矢野医院
0897-55-1777

矢野医院
0897-55-1777

平田クリニック
0898-76-2256

松本整形外科
0897-52-1011

横山病院
0898-72-2121

今井クリニック
0898-68-8118

平田クリニック
0898-76-2256

今井クリニック
0898-68-8118

田渕外科
0898-65-5651
　そのべ医院
0898-64-0660

西条市民病院
0898-72-4111

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

行本医院
0898-66-0609

行本医院
0898-66-0609

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

田渕外科
0898-65-5651

松本整形外科
0897-52-1011

かりやま整形外科
0897-47-1717

横山病院
0898-72-2121

※当番病医院は変更する場合があります。

　受診される方は各病医院か、テレホンサービス TEL0897－58－2200 でご確認ください。

西条中央病院
0897-56-0300

31
㈰
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いしづちやまクリニック
0898-68-8885
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No.117　サルハマシギ（旅鳥）
　全長21.5㎝、春と秋の渡りの季節に河口干潟や水田地帯で下

に曲がった長いくちばしを小刻みに動かし、ゴカイ類や小動物

を捕食しています。春にはレンガ色の夏羽が美しく、名前の由

来は猿の顔のように赤いハマシギという意味で付いたといわれ

ています。西条では禎瑞や高須の水田で稀に見られています。

■当番病医院
　０８９７ー５８ー２２００（常　時）
■災害情報
　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成27年３月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 112,363 人（－ 4 0 6 人）
　男　53,999 人（－ 2 0 5 人）
　女　58,364 人（－ 2 0 1 人）
世帯　49,762 世帯(＋ 1 0 世帯）

桑名正子（くわなまさこ）

西条市壬生川出身の洋画家。

1975年からフランスへ渡り、

現在はパリを中心に活躍して

いる。今年８月には五百亀記

念館で展覧会を開催予定。

　パリは世界の憧れの都である。文化、芸術に

関しては昔も今も変わらず世界をリードする存

在である。私のパリのアトリエの前から出るバ

スに乗ればルーブル美術館に直行できるという

環境にいる。

　パリに単身渡り人生の大半を過ごすことに

なったわけだが、外から故郷を思う時その素晴

らしさを改めて発見できる。

　フランス人に日本のどこから来たのかときか

れることがある。四国だと答えると、ああ、あ

の小さな島のことね。とかいわれるが、つい

ふるさと自慢をしたくなってしまう。山が近い。

海が近い。海の幸、山の幸が豊富で、おいしい

水が地下からわきでてくる。こんな恵まれた条

件の土地はちょっと他にはないと思う。山あり、

海あり、のどかな田園風景ありだが商業施設的

にも大きな利便性を兼ね備えている。

　パリという古いものを大事にする環境にいる

と、ふるさとの古き良き時代の面影を残す町並

みや伝統は実に新鮮で魅力的に感じられる。

桑名
西条市

1975年

現在は

いる。

念館で

パリからの

手紙①
～３回シリーズ

～

MAY
2015
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TEL0898－68－3555

TEL0898－68－35559：30

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館
５

吹奏楽クリニック水

無　料

全　　館 丹原文化会館

小ホール

ハーモニカ・コンサート

６ 9：00

12：30 13：00 大ホール 無　料10

17

日

日 西条アートフェスティバル2015　※15時まで 8：00 駐 車 場
（雨天時館内）

TEL0898ー76ー2119宇佐美　進

月

～

日

４

～

17
2015西条さくら咲く展　※17時まで、最終日は15時まで

500円

無　料
（一部費用必要）

TEL0898－68－3555丹原文化会館

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】毎週月曜日（４日開館）、７日㈭・８日㈮・12日㈫～14日㈭

総合文化会館 TEL0897－53－5500

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】毎週月曜日（４日開館）、７日㈭・８日㈮・12日㈫～14日㈭

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

５

日３

13：00国際ソロプチミスト西条ユースフォーラム

土
日

日

16
17
土
日

16
17

10 天童よしみコンサート2015

土23

小ホール
展 示 室

10：00

社交ダンス

23 土

西条市連合自治会　設立10周年記念事業

無　料

ピティナ・ピアノステップ 9：30 全日本ピアノ指導者協会西条ステーション TEL0897－53－6901

2500円

市教育委員会社会教育課 TEL0897－52－1628無　料

小ホール

大ホール

４ 月
喜寿を歌う　秋川暢宏テノールコンサート
～声楽を志して60年～

13：30

12：30
9：40

大ホール 総合文化会館 TEL0897－53－5500

13：00 13：30 無　料小ホール 西条市連合自治会 TEL0897－52－1462

新居浜・西条カッパ友の会 TEL0897－32－9216

31 日 10：00 小ホール

土２

1000円 フレンド曽我部ダンス TEL090－3184－4177

国際ソロプチミスト西条 TEL0897－55－3943

おおさかや蔵はち　プレゼンツ

ギターデュオ　いちむじんコンサート
TEL0897－53－00983000円

（和菓子付き）
小ホール おおさかや　蔵はち18：30 19：00

24 日 劇団カッパ座「みにくいアヒルの子」 13：00 13：30 大ホール

12：00

12：55
10：10

13：30
18：00

14：00
18：30

無　料

第44回西条地域春季市民芸術文化祭・美術展
※16日は17時、17日は16時まで

東予ウインドハーモニー　第19回定期演奏会 13：30 14：00 大ホール 無　料

小ホール

５/17 ８時～15時 丹原文化会館駐車場（雨天時は館内）日

アート制作、展示、発表、

演奏、演技、食べ物市など

※一部参加費が必要です。

内　容

丹原文化会館問合せ

西条アートフェスティバル2 0 1 5

５/10 総合文化会館大ホール
昼公演　14時開演
夜公演　18時30分開演

日

１階席：6,500円（当日7,000円）

２階席：6,000円（当日6,500円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

※前売券完売時には当日券なし。

総合・丹原文化会館他でチケット発売中！

入場料

31 日 東予ウインドハーモニー（土居） TEL0898ー64－2948

9：00

第44回西条地域春季市民芸術文化祭・芸能祭

大ホール

14：00

大　人　1900円
子ども　1500円

西条市国際交流協会 TEL0897－52－120630 土 西条市国際交流協会設立総会及び講演会 13：00 小ホール 無料（要整理券）

１階席　7000円
２階席　6500円

天童よしみ コンサート 2 0 1 5

 “さいじょう” コーラスフェスティバル 出演団体募集

４月21日㈫～５月19日㈫（郵送の場合は当日消印有効）
西条市内を中心に活動しているコーラスグループ
出演申込書に必要事項を記入し、総合文化会館まで持参
・郵送・ファクスでお申し込みください。

７/12 総合文化会館大ホール日

応募期間
出演条件
申込方法
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	さいじょう2015年5月号_P02
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	さいじょう2015年5月号_P10
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